
 

～ 人の心が織りなす幸せ社会 

“ほっとまち”桔梗が丘 ～ 

           

 

 

     

 

 

 

      と き  令和２年 5月 16日（土） 

午後１時 30分 

ところ  桔梗が丘市民センター 講 堂 

 

 

桔梗が丘自治連合協議会 
 

令和元年度 桔梗が丘夏まつり 
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ごあいさつ 
令和２年５月１６日 

「令和２年度定時総会資料挨拶文」 

 
持続的「桔梗が丘“ほっとまち”構想」の更なる実現に向けて 

 

 皆さまには地域づくり活動に、ご理解とご協力をいただきありがとうございます。 

 桔梗が丘自治連合協議会は、名張市自治基本条例に基づく名張市地域づくり組織条例

により、桔梗が丘まちづくり委員会と桔梗が丘区長会が一本化し、平成２１年１１月に

発足し、はや１０年が経過しました。 

 平成２３年に策定しました桔梗が丘地域ビジョン「桔梗が丘“ほっとまち”構想」を

推進していますが、社会生活環境の多様化が進むなか、新たな課題もあり、まだ十分と

はいえない状況です。本年度においてアンケートを行い、皆様からご意見を募り、今ま

での検証と桔梗が丘地域ビジョンの見直しをしたく思います。 

 市条例の基本理念は、「地域づくり活動は基礎的コミュニティ（自治会・区）、地域づ

くり組織及び市が、それぞれの活動を尊重し、互いに協働し、及び連携し、住人主体の

まちづくりを推進することにより、住民自治を確立するために行う。」とあります。私た

ちは桔梗が丘住民主体のまちづくりを市と協働で是々非々をもって進めなくてはならな

いと考えています。 

 世代間を超えて話し合い、情報の共有化を図りつつ、地域ぐるみで助け合いする「ま

ちづくり」が、今後ますます必要とされると思います。 

 住民は誰もがそれぞれ主役であり、お互いが共生により日常生活を営んでいます。 

多くの皆さまのご参画・ご協力をお願い申し上げます。 

  
 
 
                
               桔梗が丘自治連合協議会 会長 辻森保蔵 
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定 時 総 会 次 第 

 

１．開会の辞 

２．会長あいさつ 

３．議事 

（１）総会成立宣言 

（２）議事録署名人選任 

（３）議長・副議長あいさつ 

（４）議案第１号 令和元年度事業報告及び協議会会計決算の承認に関する件 

   （監事の監査報告後審議、承認の議決） 

（５）議案第２号 令和元年度“ほっとまち”プロジェクト事業報告及び特別会計決算の承認に関

する件 （監事の監査報告後審議、承認の議決） 

（６）議案第３号 令和元年度市民センター事業報告及び市民センター会計決算の承認に 

関する件 （監事の監査報告後審議、承認の議決） 

 

～ 休 憩 ～ 

（７）総会成立宣言 

（８）議案第４号 桔梗が丘自治連合協議会理事交代及び会長・副会長の承認に関する件 

（９）新会長就任のあいさつ 

（１０）議案第５号 令和２年度事業計画（案）及び協議会会計予算（案）の承認に関する件 

（１１）議案第６号 令和２年度“ほっとまち”プロジェクト事業計画（案）及び特別会計予算 

（案）の承認に関する件 

（１２）議案第７号 令和２年度市民センター事業計画（案）及び市民センター会計予算（案）の 

承認に関する件 

４．議長議事終了のあいさつ 

５．閉会の辞 
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議案第１号 令和元年度事業報告及び協議会会計決算の承認に関する件 
 
 
 令和元年度自治連合協議会の主な事業の取り組みとその成果報告及び協議会会計の決算報告を別紙

のとおり行います。 

 なお、令和２年４月１１日に監事より協議会会計決算及び事業の監査を受け、適正に執行されたこ

との承認を得ています。 

別紙１   令和元年度委員会・部会事業報告書 

別紙２－１ 令和元年度協議会会計決算書 

別紙２－２ 令和元年度末の財産目録及び積立金残高報告書 

別紙３   令和元年度協議会会計決算監査及び業務監査報告書 
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別紙１．令和元年度委員会・部会事業報告書 
総 務 委 員 会  

令和元年度事業計画 実      績 評価及び反省 

１．総会、理事会、自治連合会

等の会議の円滑な運営を

目指す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．規約、規則、規定等の制定

又は改正による協議会運

営の充実化と円滑化を図

る。 

 

３．協議会財務内容を点検し、

財務方針の明確化を目指

す。 

 

４．指定管理者として、協議会

事業と市民センター事業

との協働を図り、相互の事

業の充実化を目指す。 

 

（１）総会の開催 

 令和元年５月１８日（土） 

 午後１時３０分から開催さ 

れ、下記事項が承認された。 

① 平成３０年度事業報告及

び会計決算・監査報告 

② 平成３０年度市民センタ

ー事業報告及び会計決算・ 

監査報告 

③ 平成３０度“ほっとまち”

プロジェクト事業報告及

び特別会計決算 

④ 協議会理事・監事交代の件 

⑤ 令和元年度事業計画案及

び、協議会会計予算 

⑥ 令和元年度市民センター

事業計画案及び会計予算 

 ⑦ 令和元年度“ほっとまち”

プロジェクト事業計画案及び

特別会計予算 

（２）理事会の定期的開催 

（３）自治連合会の定例的開催 

 

次のとおり、規程・規則の改正

案を作成した。 

（１） 自主防災推進グループ規

約の制定 

  

適切な財務運営ができた。 

 

 

  

市民センター展を共催するなど

積極的に協働、充実を図った。 

 

 

 

◎桔梗が丘自治連合協議会とし

て１０年目をむかえた諸会議

は、ほぼその目的を達成した

ものと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎桔梗が丘全体の防災の中心と

なるチームの規約を制定し、

今後の防災組織構築の１歩を 

 進めた。 
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５．協議会事業の成果を高める

ため総務委員会として２

つの事業を実施する。 

①講演会の実施 

 

②研修会の実施 

 

 

 

 

 

 

 

６．敬老の日の行事 

   

 

 

 

 

 

予算額合計 

  ３，２８８，４００円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）講演会 

 令和２年２月８日（日） 
午後１時半より 大会議室 

 テーマ  

「“ほっとまち”構想のさらな

る実現に向けて」 
講師 NPO 政策研究所 

専務理事 相川 康子 

 

（２）研修会 

   今年度は行わなかった。 

 

 

実施日 令和元年 9月 1６日 

*70 歳と 88 歳の方に長寿記念品

（＠2,000 円の商品券）を贈呈 

対象者 325 名 昨年度比 47 名減 

  決算額 ６５０，０００円 

 

 

決算額合計 

  ２，６３１，０５６円 

◎台風の影響で１０月開催を延

期しておこなった。４０名近

くの参加があり、講師の参加

者も巻き込んでの楽しい内容

で、充実した講演でした。 

  

 

 

 

◎今後も必要に応じて行ってい

くべきだと思っている。 

 

 

◎今年度から、古希・米寿お祝 

 いとして記念品を贈呈 
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企 画 運 営 委 員 会  

令和元年度事業計画 実      績 評価及び反省 

１．各プロジェクト事

業支援、推進 

 ５つのプロジェクト

事業 

 ・子どもたちと地域

の絆づくり事業 

 ・ききょう農楽園 

 ・みどりの会 

 ・お助けセンター 

 ・ほっとまち茶房 

 

 

２．協議会活動者交流 

 会の開催 

  評議員、自治会長 

（区長）と部会・プ 

ロジェクトの全員と 

楽しく交流する機会 

を設け、相互理解を 

図る。 

   

３．広報一元化推進 

 協議会情報紙ききょ

う通信と市民センター

だよりを一元化する。 

 

 

 

 

 

 

 

予算額 

２００，０００円 

 

プロジェクトフォローアップ支援 

ゆめづくり協働事業交付金を活用し、２

つのプロジェクト事業をサポートした。 

・ききょう農楽園 

  トラクター（中古）の購入や収穫物を

保管するかけ屋根の整備を行った。 

・子どもたちと地域の絆づくり事業 

  桔梗が丘西地区の通学路に花壇の増

設を行う。また、桔梗が丘東小学校が東

山ふれあいの森で行った自然体験学習

を冊子にした。 

 

６月２３日（土）午後１時半～４時半、

市民センター講堂で開催、“ほっとまち”

桔梗が丘の未来像について話し合う。 

 部会やプロジェクト事業の活動を紹介

し、参加者がグループに分かれて意見交換

を行った。 

  

 

 

昨年度、ゆめづくり協働事業交付金を活

用して広報資機材を整備したが、本年度も

交付金（６１９，１８０円）により不足分

を整備する。ロビーにテレビを設置し、協

議会の活動や情報を来訪者に提供できる

ように整備した。 

ききょう通信に市民センターだよりを

掲載し、広報一元化を１２月号からスター

トさせた。 

 

 

決算額 

  ７０，７３２円 

 

 

 

各プロジェクト事業は、自主

自立を原則に補助金等の有効

活用により環境整備を進めて

いる。経営面は、自助努力によ

り安定している。しかし、ボラ

ンティアスタッフの高齢化と

人数不足がメンバーの負担増

となっており、この解消が急務

となっている。 

  

 

協議会メンバーが一堂に会

して交流する機会がなかった

のでこうした催しは良かった。 

メンバー相互理解を深め、楽

しくボランティア活動ができ

るようにし、新会員の勧誘に繋

げていきたい。 

 

 

協議会と住民を繋げるツー

ルとして情報紙ききょう通信

が果たす役割は大きく、今後も

親しみのある見やすい情報紙

の発行に努めていきたい。 
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                                                                      広 報 委 員 会 
令和元年度事業計画の内容    実            績 評価及び反省 

１．広報紙の発行・発信 

 ・情報紙ききょう通信の発行 

  Ａ４判カラー印刷 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．広報の一元化 

  協議会から情報発信しているききょう通

信、市民センターだより、各種イベント、行

事等チラシを出来る限り一元化する。 

   

 

 

 

 

３．情報資機材の整備 

  昨年度に引き続き、情報資機材の整備を行

う。昨年はききょう通信の編集作業に必要な

パソコンやプリンター、カメラ等を整備した。

本年度は、情報を発信する資機材を整備する。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
予算額   

７８５，０００円 
 
 

 ききょう通信は、年間７回発

行した。１２月号からは昨年購

入したＡ３判に対応したパソ

コンと編集ソフトを活用して

編集作業を行い、毎月発行して

きた。 
ききょう通信は、平成１５年

９月の創刊号から３月で第１

００号を迎え、６頁の記念号を

発行した。 
 
 広報一元化は、懸案事項であ

り、１２月号から４頁のうち、

１頁をセンターだよりとして

掲載した。今後、イベントや行

事等チラシによる回覧でお知

らせしている内容もできる限

りききょう通信で情報発信す

る。 
 
 ロビーに大型テレビを配置

し、来訪者に協議会のイベント

や活動を紹介し、知ってもらう

ようにした。 
財源はゆめづくり協働事業

交付金を活用した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
決算額   

７２６，０１２円 
 

広報委員会スタッフ

の欠員により、発行

回数が減った。１２

月から企画運営委員

会スタッフが兼務し

て編集、発行をして

きた。 
スタッフの確保が喫

緊の課題である。 
 
 
ききょう通信の発行

日と各家庭に届く日

に大きなずれがあ

り、一元化を進める

なかで整理する必要

がある。 
 
 
 
ききょう通信による

情報発信だけでな

く、電子媒体や映像

による情報を発信

し、多くの方に協議

会の活動を理解して

もらう。 
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                                  健 康 推 進 会 部 

令和元年度事業計画     実     績      評価及び反省 

１．ききょう健康まつり 
 地域のみなさまに健康について再認

識していただき、又暮らしの中で健康

作りを考え実践し、いきいきとした桔

梗が丘を目指す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
予算額 １２０，０００円 
 

２．ニュースポ―ツ世代間交流大会 
 スポーツを通じ地域の交流の輪を広

げ明るく活力のある地域社会を推進す

る。又親子や住民間の親睦及び絆づく

りを推進する。  
  予算額 ９０，０００円 
 
３．体操会との協働事業 
 （目的）桔梗が丘の各地域で行なわ

れている体操会の継続、発展をはかる

協働事業、及び夏休み小学生児童の参

加を促すための参加賞等への補助事業 
 
     
  予算額 １００，０００円 
 
 

内容 歯チェック、骨チェック、 

   インボデイ、高齢度チェッ 
   ク、ガムガムチェック、ス 
   クエアステップ、リズム体 
   操、ビンゴゲーム、 
場所 桔梗が丘市民センター 
実施日 令和元年 11 月 10 日（日） 
参加者 ４３９名 
 「骨チェック」81 名、「インボ 
 デイ」60 名、「高齢度チェック」 

 73 名、「歯チェック」33 名、「ガ 
 ムガムチェック」26 名、「スク

エアステップ」20 名、「健康リ

ズム体操」36 名、「食べ物ビン

ゴ大会」110 名 
体操講師      20,000 円 
景品代 花・野菜  63,000 円 
諸雑費       26,257 円  

 決算額  １０９，２５７円 
    
内容 グランドゴルフ、クロル  

 ティー、ガラッキー  
場所 桔梗が丘小学校 
実施日 令和２年３月２１日（土） 
    
     中  止 
 
 桔梗が丘体操会、５番町１区、 
 南地区、桔梗が丘西地区、２番 

町１区、桔梗が丘４番町 
 参加児童２９４人   
 
 
 
 決算額 ８８，２００円 

健康まつりについては、３つ

の地域が同時開催になり参加

者が少なく、ビンゴゲームの

ときは１１０名の参加でし

た。令和２年は開催日を考え

て設定したい。又健康チェッ

クではインボデイ及び歯のチ

ェックがすくなかった。 
次年度の課題です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
各地域で朝の体操の継続及び

児童の出席者をもっと増やす

ことが重要です。 
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４．ききょう健康講座 
 （目的）生活習慣病の予防や暮らし

の中でみんなが健康について考え実

践していくことをテーマに、「ききょ

う健康講座」を開催して地域の皆様

に健康啓発を促していく。 
（内容） 

１）らく楽体操教室 
「最近、躓くことが多くなった」 
「健康のためになにか始めたい」 
自宅で簡単で楽にできる体操で 
す。 
＊青竹ふみ 
＊音に合わせて有酸素運動 
＊心地よいストレッチでリラックス 
＊楽しい脳トレ 

実施日 ４月～９月前期 月２回 
 １２回 
    １０月～３月後期 月２回 
 １２回 合計２４回 
予算額 １２０，０００円 
 

２）楽しい健康づくり講座 
  ＊健康に関する講演を行う 
   
   
予算額 ２０，００0 円  
 

３）健康（リズム）体操を実施する 
  場所 桔梗が丘市民センター 
  年５回（７月・９月・１１月・ 
  １月・３月）実施する。   
 
 
 
  予算額 ５０，０００円 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
場所 南市民センター 
前期 ３０８名 ４月～９月 
後期 ２６７名 １０月～３月 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
決算額 講師料１１４，０００円 
 

場所 桔梗が丘市民センター 
実施日 令和２年３月１４日（土） 
＊糖尿病全般について講演をお 
 願いしていましたが今回は 
 中止になりました。 
 
実施日７月５日、９月６日、１１ 

   月１５日、１月１０日、 
   ３月６日は中止 
参加者 ４回合計 １２９名   
  講師料 ２４，０００円 
  諸雑費  ３，２１０円  
     
 決算額  ２７，２１０円 

 
 
 
 
 
 
 
＊メタボや歯の講義・計測で

健康チェックができた。 
＊筋力アップ体操で筋力の増

進ができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
昨年度より参加者は少ないが

人気のある体操ですので、す

ぐに参加者がふえると思いま

す。 
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４）健康ウォーキング 
場所 上野森林公園 
実施日 １１月２３日（祝） 
 
 
 
予算額 ４０，０００円 
 

５）生活習慣病予防料理教室 
＊生活習慣病を予防する料理の知 

  識・実技及び実習 
場 所 桔梗が丘市民センター 

 実施日 ７月・１１月・２月 
 
 
 
 予算額 ２０，０００円 
 
６）スクエアステップ 
 躓き転倒及び認知症予防に効果があ

り簡単に楽しくできるエクササイズ 
 
 
 
 予算額 ４０，０００円 
 

７）広報紙を発行する 
＊健康に関する情報記載月１回 

  予算額 １０，０００円 
 
５．市の集団がん検診を桔梗が丘で 
  実施する。（肺がん、胃がん、乳が

んマンモグラフィ、子宮がん） 
 
 

  予算額 ２０，０００円 
 
６．名張ケンコー！マイレージ 
ばりばり参加で、ばりばり元気、ポイ

ント貯めて、なばりで消費 

近鉄桔梗が丘駅～伊賀神戸～伊賀

鉄道～四十九駅～徒歩３・５km 
上野森林公園内約５ｋｍ歩き昼食

後伊賀鉄道丸山駅まで約６ｋｍ歩

く、伊賀鉄道、近鉄で帰着。約１

４ｋm の行程。 
決算額 ７，６９４円 
 
食生活改善推進協議会百合根会指

導のもと栄養に関する知識を学ん

だ。 
場所 市民センター調理室 
実施日   参加人数 ３４人 
 ７月２３日（火）１９名 
  １１月２６日（火）１５名 
   ２月２５日（火）中 止 
  決算額 １０，７３６円 
 
場所 桔梗が丘市民セター 
   南市民センター 
実施日 ４月～翌年３月通年 
リーダー用ベスト３０，４９９円 
カラー用 コピー  ２，５０８円 
    皆勤賞 ５，１２８円 
  決算額 ３８，１３５円 
 
健康推進部で健康に関するミーテ

ィング開催 
  決算額 ４，５３６円 
 
受診者数 肺がん１２名、胃がん

２３名、子宮がん３０名、乳がん

マンモグラフィ４４名 
場 所：  桔梗が丘小学校 
実施日：令和元年１１月３日（土） 
  決算額 １１，２５７円 
 
イベント登録については地域経営 
室へ２２種目提出 
 

好天に恵まれ絶好のウォ―キ

ング日和でしたが参加者が少

なく残念でした。次回は４０

名位の参加を期待します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
男性の参加が少ない為、４月

と９月の２回男性参加者を募

集いたしますのでよろしくお

願いします。 
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７．ワールドカフェ 
 日時 令和元年６月２９日（土） 
    午前１０時～１２時 
 場所 桔梗が丘市民センター 
 目的 桔梗が丘の皆様が健康に 
   過ごしていくために 

   １．健康な姿、健康な地域 
   ２．地域の課題って 
   ３．課題解決のために必要な 
     ことは何だろう 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 予算額合計 ６３０，０００円 

 
 
 
 
 
地域まちじゅう元気 
１．健康な姿 １９の意見 
２．地域の課題 ２０の意見 
３．解決策   ３０の意見 
地域の方向性 
 個人がすること ５の意見 

地域がすること ７の意見 
 行政がすること ４の意見 
地域のキャチフレーズ 
 今日も元気に１２３～さわや 
 かな風が街を包む～ 
  決算額 ７，２３３円 
 
 
 決算額合計 ４１８，２５８円 
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住 民 交 流 部 会  

令和元年度事業計画 実      績 評価及び反省 

１．桔梗が丘夏まつり 
子どもから大人まで地域住 

民が参加し、様々な催しを楽

しみ親睦を深める。又地域の

人々に地域住民の交流を発信

する場とする。 
実施予定日 
令和元年８月１７日（土） 

実施内容 
① 模擬店 
② 盆踊り 
③ パレード 
④ アトラクション 
⑤ 模擬店利用券の配布 
その他 

・駐車場の確保 
・シャトルバスの運行 
・会場警備を警備会社と消防団

に依頼。 
 
 
 
 
予算額 ７８０，０００円 

 
 
２．ハッピーニューイヤー 

ききょうフェスタ 
・新年を祝う行事として位置付

け、桔梗が丘住民相互の親睦

を図り、住民参加・住民自身

でまちづくりを推進して行こ

うとする意識を高める。 
・対象は桔梗が丘地区の乳幼児

及び児童生徒 
・内容 

① 世界のおもちゃ体験 
② 科学あそび教室 

実施日：令和元年８月１７日

（土）１７時より桔梗が丘商店

街に於いて開催。参加人数 約

4,000 人 
・イベント内容  
① 模擬店は３６店が出店。フリ

ーマーケット出店も模擬店

として配置した。 
② 盆踊りは、地域の婦人会を中

心に住民総踊りの形式で、２

部制で実施した。 
③ 桔梗が丘中学校音楽部は桔

梗丘高校吹奏楽部に代わり、

パレードと演奏を行った。 
④ アトラクションは桔’ずセミ

ナーのよさこいソーラン、ジ

ャズダンス、フラダンス、伊

賀琉真太鼓と盛りだくさん

であった。 
⑤ 地域の全戸に２００円の模

擬店利用引換券を配布。 
 
 

  決算額 ９２１，８１４円 
 
 
実施日：令和２年１月１２日（日） 
・実施にあたっては、世界のおも

ちゃ体験を地域福祉部会、科学

あそび教室は教育文化部会の協

力を得て実施した。 
・参加者は１３２人（乳幼児３２

人、小中学生５０人、成人５０

人）スタッフは４０人が協力。 
 

 
 
 

・前日まで台風の影響があった

が、天候が回復し、多くの参加

者があった。 
・電源の確保を照明器具設置業

者さんにお願いすることがで

きなかったので、予算計上して

いた以上の経費がかかった。 
・熱中症は無かったが、ケーブ

ルに足が引っ掛かり転倒、段差

に足を取られ転倒と救急搬送

が２件続いた。 
・盆踊りの２部制が定着し、親

しみやすい曲も入れたので、盆

踊りを盛り上げることができ

た。 
・桔梗が丘中学校音楽部がパレ

ード、演奏、音楽劇で盛り上げ

てくれた。 
・模擬店の利用券は引換に来て

くれた全ての方が交換できた。

（約 1,200 枚） 
・次年度の開催予定日 
令和２年８月２２日（土） 

・実施予定場所 
桔梗が丘中学跡地グランド 

 
・参加人数は昨年度に比べ、小

学生３年生以上が３名少なか

ったが、申し込んだ人数８６名

と実際に参加した人数８２名

がほとんど変わらなかった。 

・天候には恵まれたが、三連休

の真ん中ということで出にく

かったのではないか。 
・「百人一首体験」は、２２人

の参加者があった。次年度も参

加者を募り実施していきたい。 
 

- 12 -



 
 

③ 百人一首体験 
④ 振舞（豚汁・赤飯） 
⑤ お菓子屋台村 

 
予算額  １６０，０００円 

  
 
予算額合計  
      ９４０，０００円 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

決算額   １６５，７５４円 
 

 
決算額合計 

１，０８７，５６８円 
 

   

   

   

・次年度の開催予定日 
令和３年１月１０日（日） 

・場所：桔梗が丘市民センター 
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教 育 文 化 部 会  
令和元年度事業計画 実 績 評価及び反省  

１．第 15回桔’ずセミナー 

地域の子ども達が地域の大人と共

に、学びながら触れ合う。地域の

おじさん・おばさんとして子ども

を見守る。 

 

 

 

 

予算額：３６０，０００円 

 

 

２．第 23回青少年が語る 

「こころの思い発表会」 

子どもの思いを作文発表すること

で理解していただき、地域の大人

と子どもの距離を縮める。子ども

を守り育てる活動に繋げる。 

 

 

 

 

 

予算額：１８０，０００円 

 

３．第 23 回ふるさと歴史ハイキン

グ 

参加者が交流を図りながら、地域

の歴史や自然を学びふるさとを愛

する心を養う。 

予算額：５０，０００円 

 

４．私の一冊文庫 

 

 

予算額：１６，０００円 

 

予算額合計 ６０６，０００円 

実施：夏休み（4回）冬（1 回） 

内容：（夏）料理・科学・囲碁・手芸・

よさこいソーランの５講座開催。よさこ

いソーランは桔梗が丘夏まつりに参加。 

（冬）料理・科学・手芸の３講座開催。 

（ニューイヤーフェスタ）LED であそぼ

うパタパタ遊び 

参加者：延べ 806 人 

 

決算額：３３４，０２２円 

 
 
 

実施：10 月 27 日（日）桔梗が丘市民セ

ンター祭に協賛 

参加者：約 250 人 

発表者：15 人（地区内小・中学校各 3

人） 

演奏：桔梗が丘中学校音楽部・北中ウイ

ンドアンサンブル 

要約筆記：3 人 

来賓：上島教育長・山村学校室長 

募金額：30,000 円 

冊子配布：作文を冊子にして配布 

決算額：１６４，５４３円 

 

実施：11月９日（土） 

参加者：70 人 

講師：門田 了三 先生 

内容：「阿保の里を歩こう！」 

決算額：４１，６４０円 

 

実施：毎週月曜日読み聞かせ事業 

絵本展「とびだせ私の一冊文庫」 

実施日：7月 23 日～7月 28 日 

参加者：約 140 人 

決算額：１６，０００円 

 

決算額合計 ５５６，２０５円 

多くのボランティアや民

生・児童委員の協力を得る

ことが出来た。延べ人数で

中学生（19 人）・大人 

（163 人）民生委員（21人） 

多くの子どもが熱心でまじ

めに取り組んでいた。 

大人との触れ合いが十分で

きた。子どもの参加費 

や事前講習会費の値下げを

行った。 

   

発表者は内容もよく、はっ

きり発表が出来た。 

山村先生より温かい講評を

いただいた。 

多くの募金の協力があっ

た。 

 

 

 

 

 

 

ハイキング日和だった。 

高低差が少なく楽しく歩け

た。美術館を見学、伊賀で

素晴らしい場所を見つける

ことが出来た。 

 
 

南小・東小・学童・ファミ

リーホームなどに、「私の一

冊文庫」コーナーを設置 

絵本展には多くの方に来て

いただいた。 

来年度から桔梗が丘南市民

センターに移転する。 
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                                生 活 安 全 部 会 
 令和元年度事業計画     実     績        評価及び反省 
１．普通救命講習会開催 
 （年度内 ２回開催） 
 
 
 
 予算額  ２，０００円 
 
２．防犯パトロールの実施 
  青色回転灯パトロール 
   
 
 予算額 ２９，２００円 
 
３．命の笛贈呈 
 
 
 予算額 １５，０００円 
 
４．桔梗が丘自治連合協議会 
  自主防災隊 
 
５．「地域の課題」を考える 
  防災について講演 
  防災マニュアルの配布 
 予算額 １５，０００円 
 
６．消火栓ホース格納箱設置 
 
 
 
 予算額４３７，６００円 
 
７．消火栓にホースを接続し

た放水訓練 
 
 
 予算額 ４３，０００円 
予算額合計５４１，８０ 

令和元年１０月１３日（日） 
   参加者  １０名 
令和２年３月２２日（日） 
新型コロナウイルスで中止 
   合計   １０名 
  決算額   ６７３円 
 
桔梗が丘防犯パトロール隊 
青色回転灯装着車１台月４回、毎

回１時間桔梗が丘地区を巡回し

た。 
  決算額 １４，０００円 
 
地区内の３小学校新入児童に贈呈 
桔小７０個 東小３３個 
南小４０個 
  決算額 １４，６３０円 
 
防災訓練の実施 
各地区において、年１回は実施し 
住民の防災意識の高揚を図る。 
防災週間９月７日（土）「地域の課

題」防災について講演 
防災マニュアルの配布 
  決算額  ８，９９８円 
 
桔梗が丘３番町５号公園 
桔梗が丘西７番町８号公園 
桔梗が丘西４番町５号公園 
桔梗が丘７番町２区第２住宅 
  決算額４３５，１８４円 
 
令和１年７月２８日（日） 
名張消防署 参加者 １１名 
令和１年１０月２０日（日） 
名張消防署 参加者  ６名 
  決算額 １３，６１５円 
決算額合計 ４８７，１００円 

２４区に募集を広げた結果参加

者が増えた。 
 
累計開催数   ２６回 
延べ受講者  ４０２人 
 
 
現在、隊員８名 
巡回することで、防犯の抑止に

なる。 
 
 
 
３小学校の入学児童に贈呈し

た。（転入生、紛失生含む） 
 
 
 
 
 
 
来場者５７名 
テーマ「家庭の安全を考えよう」 
は身近な家庭の防災についての

話でよかった。 
 
大規模災害が発生し消防車が来

れない時、自主防災隊と消防団

が連携し、消火栓を利用して消

火活動を行う。現在１９区設置。 
 
 
訓練を受ける参加者が少なく、

考え方を変えなければいけない

かと思う。 
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                   快 適 環 境 部 会 

令和元年度事業計画 実      績 評価及び解説 

Ⅰ 環境を守る活動 

１．地域の環境を守り育てる 

公園美化運動 

・みどり環境保全事業「桔梗 

が丘みどりの会」と協働連 

携事業 

・桔梗の森公園のクリーン 

活動 

 偶数月の第一月曜９時より 

 実施 

 

   予算額 25,700 円 

2． 花いっぱい運動 

・近隣公園や街区公園に自然 

 の花を植裁し、桔梗が丘の 

 里山花景観の復活と維持を 

 図る 

予算額 25,000 円 

3． 桔梗が丘クリーン 

     大作戦 2019 

・名張クリーン大作戦に参加 

 すると共に、同作戦の趣旨 

 に賛同してに活動した団体 

 を援助。 

 

  予算額 30,000 円 

4．桔梗が丘夏祭り 

・祭り会場のゴミ回収・清掃

作業 

  

5．写真展の開催 

・桔梗が丘の「すばらしい 

 環境、風景、情景、人々の 

 活躍」などに関する写真 

 募集と展示 

 予算額  20,000 円 

 

6．集計 

 

 

 

・偶数月の第一月曜９時から実施 

・年間６回、１時間の清掃 

総勢 101 名の参加 

・作業後コーヒータイムで慰労 

・メッシュ帽子購入 30 個 

・帽子のヒタイ部分に桔梗が丘 

 快適環境部会のロゴを印刷 

   

 決算額  56,390 円 

・「桔梗フェスタ」に呼応した 

 活動、今期は各部会が活動内容 

 を紹介 

 

 

   決算額    0 円 

・協賛自治会 11 自治会 

 支援金 3,000 円×11地域 

・桔梗が丘市民センターに結集した

人員はボランティア含め総勢 24

名 

  

 

   決算額  33,000 円 

・当日 8/17 16 名 及び 

 翌日 8/18 8 名の部員が参加 

 実績経費；公園美化費に含む 

 

・展示期間 2/8～2/12 

・出展個数 21 作品（15名） 

・表彰費  3 名×3,000 円 

 

 

決算額   9,000 円 

 

 

 

 

 

・生活ごみが多い 

 

 

・コーヒータイムで親睦促進 

 

・部員の自覚と結束を図る 

 

 

 

・新規の植裁せず。 

 （植栽する事で自然破壊の危

惧） 

 

 

 

・多数の自治会の賛同を得て各

地域ごとに実施 

 

・内  快適部員 16 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ナ イ ス シ ョ ッ ト 賞 な ど 

3 件表彰 

・商品券を贈呈 

・参加賞の検討 
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Ⅰの合計予算額 100,700 円 

Ⅱ 環境を知る活動 

地域の環境を楽しみながら 

  環境を知る大切さを体感 

１．桔梗が丘東小学校の自然 

学習支援 

・東山ふれあいの森で実施 

 10/28（月）（「子どもたち

と地域の絆つくり事業」「み

どり環境保全整備事業『桔

梗が丘みどりの会』」との

協働連携） 

2．桔梗が丘付近の自然を知る 

 活動 

(1)新緑ハイキング 5/5 

 

 

(２)公園と町中をぶらり探索 

 するハイキング(11/20) 

(3)バードウォッチング 

 1/11（日）場所：桔梗 

 の森公園と東・西徳明池 

3．桔梗が丘ホタル祭り 

 

 

4．季節の便りの作成と掲示 

・市民センター（桔梗が丘・

南）や桔梗の森公園の東屋 

に掲示 

5．Ⅱ「知る活動」の経費関連 

 の纏め予算額（円） 

 東小学支援 100,00 

  講師謝礼  40,000 

  参加賞   48,000 

  障害保険    5,000 

  調査費   10,000 

  看板更新     0 

  その他      0 

 

 Ⅱの合計予算額 203,000 

Ⅰの合計決算額 98,390 円 

 

 

 

                  前日 当日 

部会員の参加人数   6名  11名 

総参加人数      ＿ 120 名 

・コースの保全誘導作業、記念撮影 

・弁当発注量の調整・手配・配布 

 

 

 

 

 

東山ふれあいの森ハイキング 

 総勢参加者 28 名 

 部員参加者  9 名 

・中止しました 

 

総勢参加者   20 名 

部員参加者    6 名 

 

総勢参加者は子どもを含み 49 名 

部員参加者         8 名 

 

発行数 6回 （No28～33） 

・ポスターや書類のコピー費用は 

 総務費負担で年間 18千円を使用 

 

 

 決算額（円） 

 88,092 

 35,000 

 10,329    

  3,519      

           0      

  8,800    

 20,510 

 

Ⅱの合計決算額 166,250 

 

 

 

 

 

 

・コース中継所の飲料水を手配 

・記念用缶バッチ費の一部を 

 拠出 

 

 

 

 

 

・東小学校行事の前段階作業 

 と受け止め計画、実施 

 

・コースの解説リーダーが不在 

 

・生態を満喫できた 

・環境の保全に引き続き務め

る。 

・宵待ちの方法を再検討する 

 

 

・関心者も多く好評を得ている 

 

 

 

 

 

（看板更新） 

・ホタル看板をシャックリ川畔

に設置 

〔その他〕 

・双眼鏡１台購入 

バードウォッチングや 

 ハイキングに活用 
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6．予算関連の総集計 

 

      予算額 （円） 

環境を知る活動 

     203,000 Ⅱの合計 

環境を守る活動 

    100,700  Ⅰの合計 

 

 

   予算額合計 303,700 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

決算額 （円）    

 

166,250          

 

98,390              

 

 

決算額合計 264,640 円     

 

 

 

 

差額（円）   対予算比 ％ 

 

25,479        81.9 

 

    2,310        97.7 

 

 

  41,989 円   87.1％ 
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地 域 福 祉 部 会  

令和元年度事業計画 実      績 評価及び反省 

１．高齢者、障がい者等への友愛

訪問活動 

 

 

 

 予算額 ４０，０００円 

 

２．年末友愛訪問 

 

 

 

 

 

 

 予算額 ２５０，０００円 

 

３．高齢者のつどい 

 

 

 

 

 

 

 

 予算額 ２００，０００円 

 

４．いきいきサロン 

 

 

 

 

 

 予算額 ５８０，０００円 

 

５．障がい者グループホーム交流 

 会       

・毎月１回、第３金曜日定例会後

「陽だまり」を持って各戸を訪問。 

・１回当たり約１，０００枚で、

回覧を含め年間約１６，５００枚

を印刷。 

 決算額 ２９，２４９円 

 

プレゼント（チョコレート）を持

って訪問。 

・７５歳以上の一人暮らし世帯。 

・７５歳以上の高齢者のみ世帯。 

・重度の寝たきりや認知症の方等 

 特に見守りの必要な世帯。 

       （７８０世帯） 

 決算額 ２５２，７７０円 

 

・令和元年５月２６日（日）、地域

の８０歳以上の方のつどい。 

参加者        ２１５人 

 高齢者       １５４人 

 来賓          ８人 

 自治会長・区長    ２２人 

 民生・児童委員    ３１人 

 

 決算額 １８５，６５６円 

 

・地域内の１３箇所で、各サロン

の年間計画に基づいて実施し

た。 

・年間参加者目標 ２，０００人 

 

 

 決算額 ５８０，０００円 

 

・１０月６日（日）地区内の３箇

所のグループホームとの交流。 

・各戸にできるだけ声をかけ安否を確

認している。 

・活動に理解を深めてもらうため、年

６回各地域で回覧してもらった。 

 

 

 

・ささやかなプレゼントではあるが喜

んでもらっている。 

・団塊の世代が対象になり始め人数が

増えている。 

 

 

 

 

 

・元気な高齢参加者が増え、多くの人

が年１回の出会いを楽しみにして

いる。 

・会場から遠い地域から、移送の希望

が出ている。今後の課題である。 

 

 

 

 

 

・近隣の絆づくりに役立っている。 

・各地域で多くの方の協力を得て、充

実した活動になっている。 

・年間参加者は高齢者１，７４９人 

 世代間交流の子ども１４１人 

 新型コロナウイルスの流行で２月

末から実施できなかった。 

 

・各ホーム共楽しみに持ってくれてい

る。 
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 予算額 ５０，０００円 

 

６．赤ちゃん、ちびっ子「なかよ

し広場」 

 

 

 

 予算額 ６０，０００円 

 

 

  予算額合計 

   １，１８０，０００円 

参加者         ４９人 

 グループホーム入居者 １４人 

 ワーカー        ８人 

 来賓          ４人 

 民生・児童委員    ２３人 

 

 決算額 ４１，３３４円    

 

・毎月１回、第３火曜日に未就園

児とその保護者が参加した。  

   参加者：毎回約７５人  

 

 

 決算額 ６０，０００円   

 

 

  決算額合計 

   １，１４９，００９円   

・参加者同士お互いに交流を深めるこ

とができた。 

             

 

 

 

 

 

・保護者の育児相談、友達づくりの場

になっている。 

・乳児の参加が増えてきている。低年

齢児用の玩具を購入した。 
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別紙２－１　令和元年度協議会会計決算書

 令和元年度 協議会会計　決算書
（2019/4/1～2020/3/31）

収入の部 単位；円

項 予算額 決算額 差額 摘　　　　　　　　　　要

 １ 会費 1,000,000 1,021,600 21,600 地区会費

 ２ 交付金 4,978,000 4,978,000 0 ゆめづくり地域交付金

5,082,600 5,082,600 0 コミュニティ活動費

300,000 300,000 0 事務局経費

4,700,000 4,700,000 0 　　　〃

600,000 588,800 △ 11,200 

15,660,600 15,649,400 △ 11,200 

 ３ 補助金 200,000 220,000 20,000 いきいきサロン補助金

 ４ 雑収入 271,000 585,060 314,060 生活習慣病予防普及　住民より寄付

50,000 79,560 29,560 軽トラック使用料

4,700,000 4,700,000 0 

21,881,600 22,255,620 374,020 

1,586,968 1,586,968 0 

23,468,568 23,842,588 374,020 

支出の部 単位；円

項 年度予算 ４～３月計 差額 摘　　　　　　　　　　要

 １ 人件費 8,950,000 8,774,000 △ 176,000 

840,000 840,000 0 

70,000 88,953 18,953 

9,860,000 9,702,953 △ 157,047 

 ２ 総務費 138,400 49,700 △ 88,700 

700,000 650,000 △ 50,000 敬老の日祝い品

450,000 362,400 △ 87,600 会長、各委員会・部会の会議出席

300,000 159,188 △ 140,812 定時総会冊子

150,000 31,422 △ 118,578 

200,000 200,000 0 消防団桔梗が丘班活動

250,000 133,680 △ 116,320 

600,000 594,005 △ 5,995 印刷代、商工会費

150,000 115,770 △ 34,230 車検、ガソリン代

300,000 291,600 △ 8,400 絆づくり、お助けセンター

50,000 93,291 43,291 

3,288,400 2,681,056 △ 607,344 

 ３ 企画運営費 200,000 70,732 △ 129,268 

 ４ 広報費 785,000 726,012 △ 58,988 ききょう通信発行

 ５ 健康推進費 630,000 418,258 △ 211,742 健康まつり、健康体操

 ６ 住民交流費 160,000 165,754 5,754 ハッピーニューイヤー

780,000 921,814 141,814 夏まつり

940,000 1,087,568 147,568 

 ７ 教育文化費 606,000 556,205 △ 49,795 桔っずセミナー、こころの思い発表会

 ８ 生活安全費 541,800 487,100 △ 54,700 防犯ﾊﾟﾄﾛｰﾙ、消火栓ﾎｰｽ格納庫設置

 ９ 快適環境費 303,700 264,640 △ 39,060 講演美化運動、ホタル祭り

１０地域福祉費 1,180,000 1,149,009 △ 30,991 高齢者等への友愛活動、いきいきｻﾛﾝ

１１積立金 200,000 200,000 

１２予備費 51,068 0 △ 51,068 

１３コミュニティ活動費 5,082,600 5,082,600 0 

23,468,568 22,426,133 △ 1,042,435 

0 1,416,455 1,416,455

23,468,568 23,842,588 374,020 

　　注）予算をオーバーした項目（※1）については、同じ項の他の目の余剰資金を持って流用しました。

　　　　　　　単体の項目で予算オーバーする項目（※2）については他の項の余剰資金をもって流用しました。

　　　　　　　これらの流用は｢会計処理規程第20条」に基づくものであります。

　事業費

　車両買換

合　　　　　　計

　繰　　　越　　　金

総　　　合　　　計

　事業費

９ ビジョン新規事業費

10 雑費

小　　　　計

　事業費

　事業費

　事業費

イ 事業費

ロ 夏まつり費

小　　　　計

　事業費

　事業費

８ 車両費

２ 報酬

３ 社会保険料

小　　　　計

１ イ.事業費

　 ロ. 敬老行事費

２ 費用弁償費

３ 会議費

４ 研修費

５ 防犯防災費

６ 備品購入費

７ 事務費

１ 給与・手当

５市社協交付金

小　　　計

市社協補助金

１雑収入

２車両使用料

 ５ 負担金

合　　　　　計

 ６ 繰越金

総　　合　　計

目

４〃(人件費）

目

　会費

１名張市交付金基本額

２ 〃(加算額）

３ 〃(特別交付金）

※1

※2
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協議会会計

別紙２－２　令和元年度末の財産目録及び積立金残高報告書

１、財産目録

（単位：円）

131,359 未払金（※） 200,000

1,485,096 正味財産 1,416,455

1,616,455 合　　計 1,616,455

※ 未払金は「車両買換積立金 200,000」。

２、令和元年度（R2.3.31）末の積立金残高（＝普通預金及び定期預金残高）

（単位：円）

財政調整積立金 自然災害積立金 車輛買換積立金 有事の助け合い基金

（普通預金）
[1142048]

（普通預金）
[1142055]

（普通預金）
[1139275]

（定期預金）
[7003074]

1,501,009 1,501,009 1,712,776 417,801

増加 積立 200,000

利息 12 12 14 35

計 12 12 200,014 35

1,501,021 1,501,021 1,912,790 417,836

期末時点では未積み立て

繰越金

減少

残高

資　産　の　部 負債及び正味財産の部

現　　　金

預　　　金

合　　　計

（注）

（注）
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議案第２号 令和元年度“ほっとまち”プロジェクト事業報告及び特別会計決算の承認

に関する件 
 
 
令和元年度の“ほっとまち”プロジェクト事業報告及び特別会計決算の報告を次のとおり行います。 
    １．ほっとまち茶房ききょう事業 
    ２．子どもたちと地域の絆づくり事業 
    ３．みどり環境整備保全事業 
    ４．ききょう農楽園事業 
    ５．桔梗が丘お助けセンター事業 
 
 

１．ほっとまち茶房ききょう事業 

令和元年度は、オープン７年目を迎え固定利用者も多く安定した収入が確保でき、ふれあい交流の場

として定着しました。7月には利用者数５万人達成を果たして記念のイベント等を行いました。 

また７月には「シリウス・七夕コンサート」１２月には「シリウス・クリスマスコンサート」1月に

は「新春お楽しみ会」を開催して多数の住民皆様に喜んで頂きました。１２月の「シリウス・クリスマ

スコンサート」ではシリウスと協賛して「台風１９号災害義援金」を募りましたところ２６，０６４円

の義援金が集まり、名張市社会福祉協議会を通じ全額日本赤十字社より被災地に届けて頂きました。 

歌声喫茶は演奏団体の協力を得て、毎月１回開催しました。サークル団体の作品展示は毎月１回交換

し、見学者も多数あり好評を頂いておりましたが、台風１９号の大雨以降ロビー天井の雨漏りのため休

止の状態が続いています。 

新型コロナウイルス感染拡大防止のために、２月末日から休業となりました。 

令和元年度開業日数  ２１２．５日 

売上総額     ９０４，９３２円 

１日平均利用者     ４２．６名  

１日平均売上額    ４，２６０円 

 

 

・令和元年度ほっとまち茶房ききょう特別会計決算書 

 

（収入の部）                                  （単位 円） 

区分 予算額 決算額 摘要 

利用料収入 ９００，０００ ９０４，９３２ コーヒー等９，０５０杯 

市社協補助金 ５０，０００ ５０，０００ 補助金、共同募金還付金 

雑収入 １ １ 預金利息１円、 

繰越金     ３５，７１２ ３５，７１２ 平成３０年度繰越金 

    

   合 計 ９８５，７１３ ９９０，６４５  
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（支出の部）                                 （単位 円） 

区分 予算額 決算額 摘要 

事業費     ５４５，７１３ ５０３，７７５ 材料費、消耗品費等 

実費弁償 ３５０，０００ ３６４，０００ 実費弁償１，０４０人／年 

光熱水費負担金 ４０，０００ ４０，０００ 市民センター一部負担分 

積立金     ５０，０００ ５０，０００ 備品購入及び修繕引当金 

繰越金  ３２，８７０ 令和元年度繰越金 

合 計     ９８５，７１３ ９９０，６４５  

 

・令和元年度ほっとまち茶房ききょう積立金決算書             

（単位 円） 

３０年度末残高 令和元年度収入 預金利息 令和元年度支出 令和元年度末残高 

４３２，９０６ ５０，０００ ４ ０ ４８２，９１０ 

 
２．子どもたちと地域の絆づくり事業 
 
早や事業は７年目となる令和元年は桔梗が丘子どもたちと地域の絆づくり事業連絡協議会主催の３

校合同事業として、引き続き通学路花いっぱい運動を中心に据えつつ、昨年は桔梗が丘小学校で取り

組んだ（里山自然体験学習）を本年も快適環境部会、みどりの会と協働で行いました。学校・ＰＴＡ・

ボランティア・地域の皆様がひとつになって成功した昨年の経験を活かし、東山ふれあいの森を舞台

に、今年は桔梗が丘東小学校が実施致しました。 
通学路花いっぱい運動については、数年に渡る経験により、春の育苗が旨くいく一方で、秋は低温

のため育生が難しい事が分かり、そのため春は種を播いて苗を育てるものの、秋は苗を購入し３小学

とも苗の植え付けを行ています。今後も単独事業のノウハウの共有を進めて行きたいと考えています。 
また、自治連合協議会の他の部会と連携については、上述の快適環境部会とみどりりの会との協働

を行いました。 
予算については、名張市放課後子ども教室事業の事業委託費１７２、０００円、みえ森と緑の県民税

市町交付金１００，０００円及びゆめづくり協働事業助成金１７０、０００円と自治連合協議会負担

金３０，０００円を事業費に充てた。 
 

 
 

・令和元年度子どもたちと地域の絆づくり事業特別会計決算書 
（収入の部）                           （単位：円） 

区分 予算額 決算額 摘要 
事業委託費 １７２，０００ １７２，０００ 名張市放課後子ども教室事業 
助成金 １００，０００ １００，０００ みえ森と緑の県民税市町交付金 
協働事業交付金 １７０，０００ １７０、０００ プランター設置２基、自然体験学習冊子印刷代 
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協議会負担金 ３０，０００ ３０，０００  
合計 ４７２，０００ ４７２，０００  

（支出の部）                            （単： 円） 
区分 予算額 決算額 摘要 

報償費 ８２，０００ ７２，０００ サポーター費用弁償金 
需用費等 ３９０，０００ ４００，０００ 苗、種、肥料、土、資材、印刷 
合計 ４７２，０００ ４７２，０００  
 
 
３．みどり環境整備保全事業（桔梗が丘みどりの会事業) 
 
 桔梗が丘地内には、桔梗の森公園（１０号公園）、鳴滝公園（１１号公園）、野鳥公園（西５号

公園）をはじめとして多くの自然緑地が残されており、桔梗が丘のまちづくりにかけがえのない

ものとなっています。しかし面積も広く名張市の管理だけでは充分いきとどいていないのが現状

です。そこで、こういった環境を整備保全する目的で、桔梗が丘自治連合協議会プロジェクト事

業組織として、〞桔梗が丘みどりの会〞を組織し、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｽﾀｯﾌにより取り組んでいいます。桔

梗が丘みどりの会では、平成３１～令和元年度においても下記のとおり取り組みました。 
 
（１） 桔梗が丘地内の近隣公園及び緑地の整備保全活動の実施 

 桔梗の森公園（１０号公園）、鳴滝公園（１１号公園）、野鳥公園（西５号公園）において、枯

木の伐倒処理、園路整備、希少植物の保護等整備保全活動を定例的に毎月実施した。また、定例

作業の他、必要に応じて適時作業を行うと共に他のボランティア団体とも連携して、みどり環境

の整備保全活動に努めました。 

これらを進めるため名張市みえ森と緑の県民税市町交付金活用事業の補助金を受け、桔梗の森公

園（１０号公園）をはじめとした自然緑地の植物保護を行うと共に、自然環境の保全活動を実施

しました。 

 

（２）東山ふれあいの森においての環境教育推進事業の取組 

子どもたちと地域の絆づくり事業連絡協議会及び快適環境部会並びに桔梗が丘東小学校と連

携して、東山ふれあいの森において１０月２８日（月）桔梗が丘東小学校児童を対象に、子ども

たちが里山にふれその大切さを学ぶ環境教育推進事業に取り組みました。 

 

（３） 桔梗の森公園（１０号公園）名張市との受委託契約に基づく清掃作業の実施 

 桔梗の森公園（１０号公園）において名張市との受委託契約に基づき清掃作業を実施し、桔梗

の森公園（１０号公園）の管理に努めました。 

 

（４） 桔梗が丘自治連合協議会活動者交流会への参画 

 ６月２９日（日）開催された桔梗が丘自治連合協議会活動者交流会に参画し、みどりの会活動

の現状を報告すると共に、新たな参加者を広く募りました。 
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・令和元年度みどり環境整備保全事業（桔梗が丘みどりの会事業）特別会計決算書 

（収入）         （単位：円） 

  区 分   予算額   決算額   摘 要 

委託料 ７７，０００  ７９，２００ 名張市桔梗の森公

園清掃作業委託料 

みえ森と緑の県民

税市町交付金 

３００，０００ ３００，０００ 名張市補助金 

作業実費報償費    ―  ２５，０００ 桔梗が丘市民セン

ター一帯枝葉伐採 

雑収入   ９８０       ３ 利息・寄附金 

繰越金 ４５，０２０  ４５，０２０ 前年度（３０年度）

より繰越 

合 計 ４２３，０００ ４４９，２２３  

（支出）         （単位：円） 

  区 分   予算額   決算額   摘 要 

需用費・備品購入費

等 

３５０，０００ ３４５，８２７ <事業対応内訳> 

みえ森と緑の県民

税交付金事業分 

３００，３３６ 

一般分 

 ４５，４９１ 

保険料 １０，０００   ７，３５０ ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｽﾀｯﾌ保険料 

報償費  ６３，０００  ２８，０００ ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｽﾀｯﾌ実費報

償 

繰越金    ― ６８，０４６ 次年度への繰越金 

合 計 ４２３，０００ ４４９，２２３  

 

  令和元年度積立金残高                      （単位：円） 
区    分 修繕整備積立金 

令和元年度末残高              ３００，０００ 
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４．ききょう農楽園事業 

 

ききょう農楽園は、本年度も農薬や化学肥料を使用しない根菜類を中心に栽培し、地域の皆さんに

提供してきました。 

農楽園の管理運営について、会費の在り方や共同農地と個人貸付農地の再配分等を整理しました。 

環境整備のため、ゆめづくり交付金事業として、トラクターの購入、架け屋の整備を行いました。 

収穫物の販売は、桔梗が丘夏祭り、桔梗が丘西地区のイベントや桔梗が丘健康フェスタに出品しま

した。菊芋ドレッシング、菊芋パウダーは健康食品として好評であり、ほっとまち茶房の協力を得て

販売しました。 

ものづくり部会として、加工品の製造販売を目指す６次産業化を再考し、ものづくり体験を楽しく

できるようにする方向にシフトすることを確認しました。 

 

 

 

・令和元年度ききょう農楽園特別会計決算書 

 

収入の部                           （単位：円） 

区分 予算額 決算額 摘要 

会費 ５０，０００ ３６，０００  

協働事業交付金 ３００，０００ ３００，０００  

売上金・支援金 １６０，０００ ９２，８００  

繰越金 １９４，４０６ １９４，４０６  

    

合  計 ７０４，４０６ ６２３，２０６  

支出の部                           （単位：円） 

区分 予算額 決算額 摘要 

消耗品費 ９５，０００ ７９，００７  

雑費、販売費等 ９０，０００ ８４，８６３  

備品等 ３００，０００ ３１０，８００  

積立金 ２１９，４０６ １００，０００ 機器等修繕引当 

予備費  ４８，５３６  

合  計 ７０４，４０６ ６２３，２０６  

令和元年度積立金残高                    （単位：円） 

区    分 修繕整備積立金 

令和元年度積立  １００，０００ 

和元年度末残高 １００，０００ 
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５．桔梗が丘お助けセンター事業 
 

 令和元年度お助けセンターの活動実績は次のとおりです。新型コロナウイルス感染症拡大防止

対策として年度末３月の１か月間、活動を自粛し支援サービスを休止したため利用者に不便を掛

けてしまいました。 
 
１．センター全般 

運営管理システムは試行的導入により、実際の事務の流れに即したシステムに仕上げる作業

を継続して行いました。 
 

２．家事支援サービス 
  年間依頼件数  ５１件［作業実施件数  ４７件］ 
  （内訳  庭管理３６［３２］件 大工仕事４［４］件 重量物移動５［５］件 
   その他６[６]件） 
 
３．外出支援サービス 
  令和元年８月、軽自動車を１台増車し、２台の公用車両と支援スタッフの自家用車で運行管

理をしました。 
  利用者登録 ５６名 
  延利用件数 １２８２件 
  行先の内訳  医療機関 ７８０件 ６１％ 
 
４．配食サービス 
  調理室の定期清掃点検の実施や滅菌器の補充など衛生面に注意を払い、運営管理を行いまし

た。配達の支援スタッフが不足し、外出支援スタッフに応援を求めました。 
  利用者登録 ８０名 
  延利用件数 ６，８６８食 （毎週月、水、金曜日） 
 

・令和元年度桔梗が丘お助けセンター事業特別会計決算書 
収入の部                              （単位：円） 
区  分 予算額 決算額 摘  要 

市補助金 １，５００，０００ １，５００，０００  
社協助成金 ５５０，０００ ５５０，０００  
協議会負担金 １００，０００ １００，０００  
利用料 ４，０００，０００ ４，２４８，４００ 利用料内訳 
雑収入 ６６４ ２，２２７ 家事支援   １３２，０００ 
前期繰越金 ２１９，３３６ ２１９，３３６ 外出支援   ６８２，４００ 
合計 ６，３７０，０００ ６，６１９，９６３ 配食支援 ３，４３４，０００ 
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支出の部                         （単位：円） 
区  分 予算額 決算額 摘  要 

センター運営費 ５，８７０，０００ ５，６７６，１７３  
備品購入費  ０  
調査費 ２５０，０００ ０  
保険料 ２５０，０００ ２８９，５３６  
積立金  ３００，０５１  
繰越金   ３５４，２０３  
合計 ６，３７０，０００ ６，６１９，９６３  
 
令和元年度末積立金残高                     （単位：円） 
 設備及び備品等修繕整備積立金 公用車購入積立金 
平成３０年度末残高 １９０，０００ ８００，０００ 
令和元年度積立 
預金利息 

 ３００，０００ 
５１ 

令和元年度末残高 １９０，０００ １，１００，０５１ 
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別紙３ 令和元年度協議会会計決算監査及び業務監査報告 
 
令和元年度桔梗が丘自治連合協議会会計決算監査及び業務監査結果について（報告） 

 
１． 監査実施日 

令和２年４月１１日（土）９時～１６時 
          （於）桔梗が丘市民センター 

 
２． 監査の結果 

桔梗が丘自治連合協議会規約第９２条及び９３条に基づき、令和元年度の定期

監査を行ったので、その結果を下記のとおり報告します。 
（１）協議会会計決算監査 

桔梗が丘自治連合協議会会計決算について、会計帳簿等関係書類を確認し、監

査した結果、適正に処理されていることを認めます。 
（２）プロジェクト事業に係る特別会計決算監査 

    桔梗が丘自治連合協議会プロジェクト事業に係る特別会計決算について、会計

帳簿等関係書類を確認し、監査した結果、適正に処理されていることを認めます。 
（３）協議会業務監査 

    桔梗が丘自治連合協議会の活動については、今年に入り「新型コロナウイルス」

の影響で、各委員会及び部会並びに各プロジェクト事業のなかで、一部未達の部

分もありましたが、全般的にはその事業の実践を高く評価するものです。 
   これらの活動に関わる皆様方におかれては、ボランティアとして日々活動   

されていることに敬意を表するものです。 
    また、プロジェクト事業においては、５つのプロジェクト事業組織が独自に事

業展開し予算的にも自立していることは、高く評価されるものです。 
    しかし桔梗が丘自治連合協議会も発足以来１０年経過し、各委員会・部会・プ

ロジェクト事業共に高齢化が進み一部支障も見受けられます。 
   人材の育成及び確保に取組み桔梗が丘自治連合協議会が永続的に発展する事   

を念願します。 
 
                      令和２年４月１１日 
 
                           監事  中村  満 
 
                           監事  山﨑 有三 
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議案第３号 令和元年度市民センター事業報告及び市民センター会計決算の承認に関す

る件 
 
令和元年度の市民センター事業報告及び市民センター会計決算報告を別紙のとおり行います。 
 なお、令和２年４月１１日に監事より市民センター会計決算の監査を受け、適正に執行したことの

承認を得ています。 
別紙４    令和元年度市民センター事業報告 
別紙５－１  令和元年度市民センター会計決算 
別紙５－２  令和元年度末の財産目録及び積立金残高報告書 
別紙６    令和元年度市民センター会計決算監査及び業務監査報告 
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別紙４ 令和元年度市民センター生涯学習事業報告       桔梗が丘市民センター・南市民センター 

 

学級・教室                      

名称 開設数 参加者数 内容 

健康と運動の講座 

「よくばり青春体操」 

18 回 

・場所：講堂 

・リーダー： 

 健康推進部 

1,000 名 ４月よりスタートし、１８回開催。すべて参加

された方６名、１０回以上の参加された方５０

名。皆さんの健康に対する意識の高さが感じま

した。体操だけでなく、友達づくりや楽しい会

話の場所にもなっている。続けてほしいと言っ

た声が多数ありました。 

メンズストレッチ 12 回 

・場所：南市民

センター 

300 名 男性会員だけのストレッチ体操。毎月 1 回 24

名で実施。毎回ほぼ全員の参加で活気にあふれ

た教室となりました。 

天体観測会 

「夏の星空を望遠鏡で

観よう」 

1 回 

・場所：小学校

運動場 

50 名 天体望遠鏡で月、木星、土星の観測会に子供達

が参加し月のクレーター、土星のリングに大喜

びでした。 

講演・講座 

名称 開催数 参加者数 内容 

連続公開講座 

共通テーマ 「心身の健

康をいつまでも」 

4 回 250 名 第１回「身近な薬草観察会」 

第２回「笑いと心身の健康について」 

第３回「俳句入門講座」 

第４回「学ぼう薬草と漢方について」 

４回の講演会何れも５０名以上の参加。 

館外学習講座 

「心の洗濯をする“写

仏”と“古刹拝観”」 

 

2 回 

 

50 名 名張市の公用バスを利用しての館外学習。 

6 月・12 月に、2回當麻寺・中之坊にて写仏の

体験。各月それぞれ２５名の参加があり、参加

の方々に大変喜ばれました。 

地域デビュー講座 

「“そっとやさしく”〜 

子供たちを一人にさせ

ない。」 

1 回 30 名 歌と語りを通して現代人が忘れかけていた人

の温かさを伝える講座。参加者少なめでした

が、涙された方もおられ感動の講座となりまし

た。 

行事 

名称 開催数 参加者数 内容 

プチコンサート 1 回 300 名 地域の中学校、高校の吹奏楽団、筝曲等を招い

ての毎年恒例の演奏会。本年も大盛況。 

第 35 回 市民センター

祭 

1 回 2,500 名 10 月 26 日（土）〜10 月 27 日（日）サークル

の成果発表をする毎年恒例の文化祭。 
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別紙5－１　令和元年度協議会会計決算書

令和元年度　市民センター会計　決算書

収入の部
（2019/4/1～2020/3/31）

単位；円

項 予算額 決算額 差　　額 摘　　　　　　　　要

11,160,720 11,367,400 206,680 管理業務受託料

２　利用料 3,200,000 3,038,040 △ 161,960

1,000,000 1,029,250 29,250

小　　計 4,200,000 4,067,290 △ 132,710

３ その他収入 55,000 60,845 5,845 自動販売機電気代、預金利息

15,415,720 15,495,535 79,815

４　繰入金 0 0

260,000 248,700 △ 11,300 お助け配食、茶房負担分

15,675,720 15,744,235 68,515

1,817,048 1,817,048 0

17,492,768 17,561,283 68,515

支出の部 単位；円

項 予算額 決算額 差　　額 摘　　　　　　　　要

１　管理費 850,000 970,719 120,719 コピー用紙、インク　

3,500,000 3,310,818 △ 189,182

500,000 603,120 103,120

100,000 111,753 11,753

2,800,000 2,988,409 188,409 夜間警備、館内清掃、ｴﾚﾍﾞｰﾀ点検

500,000 351,615 △ 148,385

850,000 814,356 △ 35,644 印刷機リース

200,000 122,686 △ 77,314 自動車保険、車検、ガソリン代

9,300,000 9,273,476 △ 26,524

２　運営費 222,000 70,000 △ 152,000 講座（ﾒﾝｽﾞｽﾄﾚｯﾁ、よくばり体操　等）

10,000 0 △ 10,000

60,000 25,056 △ 34,944 情報紙用紙

60,000 49,479 △ 10,521

575,000 663,886 88,886 市民センター祭、写仏

20,000 11,454 △ 8,546

947,000 819,875 △ 127,125

３　負担金 4,700,000 4,700,000 0

４　積立金 200,000 200,000 0

0 400,000 400,000

200,000 600,000 400,000

701,800 763,900 62,100

1,643,968 0 △ 1,643,968

17,492,768 16,157,251 △ 1,335,517

1,404,032 1,404,032

17,492,768 17,561,283 68,515

　　注）予算をオーバーした項目（※印）については、同じ項の他の目の余剰金額を持って流用しました。

 雑収入

目

１　指定管理料

１ 公民館利用料

２ コピー利用料

４　電話料

小　　　　　計

１ 積立基金

２ 光熱費負担金

　　　　　合　　　　　計

５　繰   越   金

総　　　　合　　　　計

目

１　消耗品費

２　光熱水費

３　修繕料

小　　　計

５　委託手数料

６　備品購入費

７ 使用料及び賃借料

８　車両費

小　　　計

１　報償費

２　旅費

３　印刷製本費

４　郵便料

５　事業費

６　雑費

合　　　　　　計

次　期　繰　越　金

総　　　合　　　計

　人件費負担金

　車両購入

　設備・備品購入

小　　計

５　消　費　税

６　予　備　費

※

※

※

※

※
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市民センター会計

別紙5－２　令和元年度末の財産目録及び積立金残高報告書

１、財産目録

（単位：円）

224,022 未払金（※） 1,013,100

2,193,110 正味財産 1,404,032

2,417,132 合　　計 2,417,132

※ 未払金は 　「消費税　413,100」  と　「積立金　600,000」

２、令和元年度末（R2.3．31）の積立金残高（＝普通預金残高）

（単位：円）

周年事業積立金 設備・備品購入積立金 車輛購入積立金

（普通預金）
[622269]

（普通預金）
[622241]

（普通預金）
[622255]

1,274,544 1,300,402 920,120

増加 積立 400,000 200,000

利息 12 11 7

計 12 400,011 200,007

1,274,556 1,700,413 1,120,127

期末時点では未積み立て

繰越金

減少

残高

資　産　の　部 負債及び正味財産の部

現　　　金

預　　　金

合　　　計

（注）

（注
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別紙６ 令和元年度市民センター会計決算監査及び業務監査報告書 
 
 

令和元年度桔梗が丘市民センター会計決算監査及び業務監査結果について（報告） 
 
３． 監査実施日 

令和２年４月１１日（土）９時～１６時 
          （於）桔梗が丘市民センター 

 
４． 監査の結果 

桔梗が丘自治連合協議会規約第９２条及び９３条に基づき、令和元年度の定期

監査を行ったので、その結果を下記のとおり報告します。 
（４）市民センター会計決算監査 

桔梗が丘市民センター会計決算について、会計帳簿等関係書類を確認し、監査

した結果、適正に処理されていることを認めます。 
（５）市民センター業務監査 

    桔梗が丘市民センターについては、今年に入り「新型コロナウイルス」の影響

で、市民センター内の立入り制限のため、数多くの催し物にも影響がでました。 
   市民センターとしての位置づけの変更による職員のシフト変更の中、利用者への

対応に苦労されていることに理解を示すものであります。 
   前年度からの課題になっていました、市民センターを利用する、各サークル教室

生、講座生等からの意見要望等生の声を聞く機会を設けて、更に市民センターの

活性化に反映させ、より良い市民活動の憩いの場となるよう、より一層の市民セ

ンターの PR に努められることを念願します。 
 
 
 
                   令和２年４月１１日 
 
                        監事  中村  満 
 
                        監事  山﨑 有三 
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議案第４号 桔梗が丘自治連合協議会理事交代及び会長・副会長の承認に関する件 

 

 氏   名 役   職 

就任する理事 

藤  本   勝 総務委員会委員長 

喜 多   勲 広報委員会委員長 

上 田   博 快適環境部会長 

山 嵜 正 之 第１ブロック幹事 

西 宮 剛 志 第２ブロック幹事 

坪 香   昭 第３ブロック幹事 

丸 山 成 昭 第４ブロック幹事 

退任する理事 

阪 本 忠 士 企画運営委員会委員長 

北 森 義 次 広報委員会委員長 

河 合   進 第１ブロック幹事 

中 西 雅 文 第２ブロック幹事 

山 本 雅 信 第３ブロック幹事 

松 波 久 子 第４ブロック幹事 

 新たに就任する理事の任期は協議会規約第３０条の規定により、令和３年度定時総会の終結時迄と

なります。 
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 桔梗が丘自治連合協議会関係者名簿 

会長・副会長・理事・監事（案） 

 役職名 氏   名 備   考 

１ 会長 ＊大垣 孝彦 自治連合会代表幹事 

２ 副会長 ＊坪香  昭 
自治連合会副代表幹事 

自治連合会第３ブロック幹事 

３ 副会長 ＊西宮 剛志 自治連合会第２ブロック幹事 

４ 理 事 ＊山嵜 正之 自治連合会第１ブロック幹事 

５ 〃 ＊丸山 成昭 自治連合会第４ブロック幹事 

６ 〃 ＊藤本  勝 総務委員会委員長 

７ 〃 ＊辻森 保蔵 企画運営委員会委員長 

８ 〃 ＊喜多  勲 広報委員会委員長 

９ 〃 吉村 末好 健康推進部会長 

１０ 〃 廣岡 貞之 住民交流部会長 

１１ 〃 竹原 啓子 教育文化部会長 

１２ 〃 武仲 元男 生活安全部会長 

１３ 〃 ＊上田  博 快適環境部会長 

１４ 〃 上島 芳子 地域福祉部会長 

１５ 〃 木村 好信 
桔梗が丘市民センター長・ 

桔梗が丘南市民センター長 

１６ 〃 松岡 雅啓 会計統括責任者 

１７ 監 事 中村  満  

１８ 〃 山﨑 有三  

 

＊印の各氏は本年度より就任し、任期は自治連合協議会規約３０条の規程により令和３年度定時総会

迄となります。 
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議案第５号 令和２年度事業計画（案）及び協議会会計予算（案）の承認に関する件 
 
 令和２年度事業計画（案）及び協議会会計予算（案）を別紙のとおり定めます。 

 桔梗が丘自治連合協議会は、各委員会及び事業部会が計画した活動に加えて、“ほっとまち”プロジ

ェクト事業として、１．ほっとまち茶房ききょう事業・２．子どもたちと地域の絆づくり事業・３．

みどり環境整備保全事業・４．ききょう農楽園事業・５．桔梗が丘お助けセンター事業を行っており、

「人の心が織りなす幸せ社会“ほっとまち”桔梗が丘」の実現を目指して、地域住民の皆さんの一人

でも多くの方の参画を得て、まちづくりの活動強化に努めます。 

 

別紙７ 令和２年度委員会・部会事業計画書（案） 

別紙８ 令和２年度協議会会計予算書（案） 
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別紙７ 令和２年度委員会・部会事業計画書（案） 

総 務 委 員 会  

令和２年度事業計画の内容 予 算 額 の 明 細 

１．総会、理事会、自治連合会等の会議の円滑な運営を目

指す。 

２．規約、規則、規定等の制定又は改正により、協議会運

営の充実化と円滑化を図り、今後の協議会のあるべき

方向性や問題点を検討する。 

３．協議会財務内容を点検し、財務方針の明確化を目指す。 

４．指定管理者として、協議会事業と市民センター事業と

の協働を図り、相互の事業の充実化を目指す。 

５．協議会事業の成果を高めるための後方支援として、次

の事業を実施する。 

 （ア）協議会活動充実のための講演会 

     年１回実施 

 

 

 

 

 

 （イ）他地域との交流を深め協議会活動充実のための研

修 

 

 

 

 

 （ウ）市民センター祭の共催 

 

 

 

６．敬老の日の行事 

（目的）永年、社会の発展に貢献された区切りを迎えられ

る高齢者のご苦労と長寿を祝い、高齢者自ら生活向上意欲 

を高めると共に地域のみんなが高齢者福祉と地域福祉に

資することを目的とする。 

（内容） ７０歳と８８歳の方に古希・米寿記念品を贈呈 

     実施日  令和２年９月２１日 

 

７．協議会全体の関係予算 

  １）費用弁償費 

  ２）会議費 

  ３）研修費（協議会の委員会・部会での実施分） 

  ４）防犯防災費（名張市消防団蔵持分団桔梗が丘班） 

  ５）備品購入費 

予算の計上無し 

 

予算の計上無し 

 

 

予算の計上無し 

予算の計上無し 

 

 

 

 予算額      ８８，４００円 

（内訳） 

   講師謝礼       50,000円 

   資料代（コピー代） 

      50 円×50人   2,500 円 

   開催案内10円×590部 5,900円 

   交通費等       30,000円 

 全体予算の「研修費」で支出予定 

       （１００，０００円） 

   （内訳） 

   交通費      （70,000 円） 

   昼食代      （20,000 円） 

   雑 費      （10,000 円） 

 予算額      ５０，０００円 

総務委員会事業費予算額 

          １３８，４００円 

 

予算額（繰出金） ７００，０００円 

   古希・米寿記念品 

    350 人×2,000 円＝700,000 円 

 

 

 

 

 

   

  予算額    ４５０，０００円 

  予算額    ２５０，０００円 

  予算額    １００，０００円 

  予算額    ２００，０００円 

  予算額    ２５０，０００円 
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  ６）事務費（コピー、事務経費） 

  ７）車両費 

  ８）ビジョン新規事業用費用 

  ９）雑費 

 

 

 

 

桔梗が丘“ほっとまち”構想と協調して事業を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  予算額    ６００，０００円 

  予算額    １５０，０００円 

  予算額    ２５０，０００円 

予算額     ５０，０００円 

協議会全体の関係予算額 

       ２，３００，０００円 

 

 

予算額合計  ３，１３８，４００円 
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       企 画 運 営 委 員 会  

令和２年度の事業計画の内容 予算額の明細 
１．各プロジェクト事業支援、推進           

 ＊ ほっとまち茶房ききょう支援 

 ＊ 子どもたちと地域の絆づくり事業支援 

＊ ききょう農楽園支援     

＊ 桔梗が丘みどりの会支援 

 ＊ 桔梗が丘お助けセンター支援  

 ＊ 地域まもり隊事業支援 
 
２．地域ビジョン、ほっとまち構想の検証（住民アンケー

ト調査の実施） 
  平成２３年に策定した地域ビジョン“ほっとまち”構

想が来年度１０年の節目を迎える。今年は“ほっとまち”

構想に基づき、取り組んできたことを検証するため住民

アンケート調査を実施する。 
 
３．広報委員会との連携強化 
  電子媒体による情報発信がスタッフの欠員により進ん

でいない。名張市地域づくりポータルサイト「e まち な

ばり」を活用するとともに、多様な電子媒体を使って情

報発信できるようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
桔梗が丘“ほっとまち”構想と協調して事業を進める。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
予算額合計  １５０，０００円 
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広 報 委 員 会  

令和２年度事業計画の内容 予 算 額 の 明 細 

１．情報紙の発行 

  毎月、ききょう通信を発行する。 

  A4 判４頁カラー印刷、紙面数不足の場合、増頁する。 

  チラシ（回覧用）を出来る限りききょう通信に移行

する。 

 

 

 

２．広報の一元化（継続） 

  自治連合協議会と市民センターの双方で発行してい

る情報紙を引き続き、ききょう通信に統合し、情報発

信する。また、チラシ等で個別に提供している情報に

ついても、ききょう通信に掲載できるように進める。 

情報量が多い場合、情報の内容によっては、ケース

バイケースで個別対応とする。 

 

３．広報スタッフの確保 

  広報委員会のスタッフが欠員となっており、企画運

営委員会スタッフが兼務している状況である。情報紙

の取材、編集、発行のスタッフを確保するとともに、

電子媒体での情報発信にかかるスタッフの確保等広報

委員会の立て直しを図る。 

 

４．各部会・プロジェクトの紹介とスタッフの確保 

  自治連合協議会のスタッフの不足と高齢化により、

活動を継続することが難しくなってきている。 

情報発信という側面から自治連合協議会の活動を支

えるスタッフの確保を図る。 

 

５．電子媒体での情報発信 

名張市地域づくりポータルサイト「eまち なばり」 

 で桔梗が丘自治連合協議会の情報発信ができるよう 

 整備する。 

 

 

桔梗が丘“ほっとまち”構想と協調して事業を進める。 

 

 

１．ききょう通信編集印刷委託費 

A4 版カラー印刷 ６０００部 

１２回発行 

  情報量及び内容により、 

４P、６P、８P 

（市民センターだより統合） 

１，１００，０００円 

 

２．資機材管理費 

  インク等消耗品 

          １００，０００円 

 

 

 

 

 

３．編集用パソコン一式（移動用） 

  編集ソフトを共有し、広報スタッフが

持ち運びできるようにする。 

          １００，０００円 

 

 

 

４．NHK 受信料（市民センターで予算計上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  予算合計額 １，３００，０００円 
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健 康 推 進 部 会 

令和２年度事業計画の内容 予 算 額 の 明 細 

１．ききょう健康まつり 

 （目的）地域のみなさまに健康について再認 

識していただき、又暮らしの中で健康づくりを

考え実践し、いきいきとした桔梗が丘を目指す

ことを目的とします。 

 （内容）１）歯医者さんの歯チェック 

     ２）健康体操（リズム体操） 

     ３）インボディ 

     ４）高齢度チェック 

     ５）骨チェック 

     ６）名張バリバリ体操 

     ７）スクエアステップ 

     ８）栄養たっぷり食べ物ビンゴ大会 

 場 所 桔梗が丘市民センター 

 実施日 令和２年１１月２２日（日） 

 

 

２．ニュースポーツ世代間交流大会 

 （目的）スポーツを通じ地域の交流の輪を広げ 

 明るく活力のある地域社会を推進する。又、親 

 子や住民間の親睦及び絆作りを推進する。 

 （内容） １）グランドゴルフ 

      ２）クロリティー 

      ３）ガラッキー 

 場 所  桔梗が丘小学校  

 実施日  令和３年 ３月２７日（土） 

 

 

３．体操会と協働事業 

 （目的）桔梗が丘の各地域で行われている体操 

 会の継続、発展をはかる協働事業、及び夏休み 

 小学生児童の参加を促すための参加賞等への 

補助事業 

 実施日 令和２年３月１日～１２月２５日   

 

 

 

 予算額      １２０，０００円 

 ＜内訳＞ 

１）健康体操等の講師料 ２０，０００円 

２）スタッフ 昼食代  ２０，０００円 

３）ビンゴ大会景品   ６０，０００円 

４）諸雑費       ２０，０００円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 予算額       ９０，０００円 

＜内訳＞ 

１）景品        ４０，０００円 

２）指導・運営費謝礼  ４０，０００円 

３）諸雑費       １０，０００円 

 

 

 

 

 

 

  予算額      １００，０００円 

１）夏休み小学生児童の参加賞などの費用の補助 
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令和２年度事業計画の内容 予 算 額 の 明 細 

４．ききょう健康講座 

 （目的）生活習慣病の予防や暮らしの中でみん 

 なが健康について考え実践していくことをテ

ーマに、「ききょう健康講座」を開催して、地

域の皆様に健康啓発を促していく。 

 （内容） 

１）らく楽体操教室 

 「最近、躓くことが多くなった・・・」「健康

のために何か始めたい」自宅で簡単で楽にでき

る体操です。 

  ＊青竹ふみ 

  ＊音に合わせて有酸素運動 

  ＊心地いいストレッチでリラックス 

  ＊楽しい脳トレ 

 実施日 ４月～９月前期 月２回 １０回 

     １０月～３月後期 月２回 １０回 

       年  ２０回 

 場 所 桔梗が丘南市民センター   

 

２）楽しい健康つくり講座 

  ＊健康に関する講演を行う 

   場 所 桔梗が丘市民センター 

   実施日 令和３年３月中旬予定 

 

３）健康体操（リズム体操）を実施する。 

   場 所 桔梗が丘市民センター 

   実施月 ７月・９月・１１月・１月・３月 

       の年５回の実施 

 

４）ウォーキング 

   場 所  未 定 

   実施日  令和２年５月 実施予定 

 

５）生活習慣病予防料理教室 

  ＊生活習慣病を予防する料理の知識・実技 

   及び実習 

   場 所 桔梗が丘市民センター調理室 

   実施月 ７月・１１月・２月 

       年３回実施 

予算額       ３００，０００円 

 

 

 

 

 

１）予算額 

   講師料     １２０，０００円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）予算額       ２０，０００円 

  ＜内訳＞ 

  講師謝礼      １０，０００円 

  諸経費       １０，０００円 

 

３）予算額       ５０，０００円 

  ＜内訳＞ 

  講師料       ３０，０００円 

  諸雑費       ２０，０００円 

 

４）予算額       ４０，０００円 

 

 

 

５）予算額       ２０，０００円 
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６）スクエアステップ 

  躓き転倒及び認知症予防に効果があり、簡単 

 に楽しくできるエクササイズ。本教室で養成さ

れたリーダーによる各地域での独自の取り組

みを更に進め、支援する。 

 場 所 桔梗が丘市民センター 

     桔梗が丘南市民センター 

 実施日 ４月～翌年３月通年 年３４回 

 

７）広報紙を発行する。 

  ＊健康に関する情報をききょう通信に掲載

する。 

 

５．市の集団がん検診を桔梗が丘で実施する。 

  （肺がん、胃がん、乳がんマンモグラフィ、 

  子宮がん） 

  場 所 桔梗が丘小学校 

  実施日 令和２年１１月３日（祝日） 

 

 

 

 

 

 

 

 桔梗が丘“ほっとまち”構想と協調して事業を 

進める。 

 

 

 

 

６）予算額       ４０，０００円 

 ＜内訳＞ 

  マット購入等    ２０，０００円 

  諸経費       ２０，０００円 

 

 

 

 

 

７）予算額       １０，０００円 

    

 

 

５．予算額            ２０，０００円 

  ＜内訳＞ 

   昼食代      １０，０００円 

   諸経費      １０，０００円 

 

 

 

 

 

 

 

 

   予算額合計   ６３０，０００円 
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住 民 交 流 部 会  

令和２年度事業計画の内容 予 算 額 の 明 細 

１．桔梗が丘夏まつり 

子どもから大人まで地域住民が楽しみ、親睦を深める夏の

行事とする。 

（期待する効果） 

・地域住民の方々が模擬店や盆踊りに中心となって参加する

ことにより、地域住民同士また会場に来てくれる人たちと

の交流をはかる。 

・高齢者の方々にも“ほっと”出来る場所を提供し、地域の

人たちが、子どもからお年寄りまで気軽に楽しく参加して

もらえる祭りにする。 

・他地域の人々に桔梗が丘の住民交流の様子を発信する。 

○ 実施予定日 令和２年８月２２日（土）  

○ 実施場所   桔梗が中学校跡地グランド（予定） 

○ 実施内容 

① 模擬店・フリーマーケット 

② 盆踊り 

③ 吹奏楽の演奏 

④ アトラクション 

⑤ 模擬店利用券の配付（２００円） 

 

２．ハッピーニューイヤーききょうフェスタ 

新年を祝う行事として、桔梗が丘住民相互の親睦をはかり、

住民参加・住民自身でまちづくりを推進していこうとする意

識を高める。 

（期待する効果） 

・新しい年のスタートをテーマに、行事に参加することによ

り地域の子どもたちの交流を図る。 

・子どもたちや近隣の人々が参加することにより、地域住民

同士の交流をはかり、共に住みよい地域づくりに参加して

いこうとする意識を持つ。 

○ 実施予定日 令和２年１月１０日（日） 

○ 実施場所    桔梗が丘市民センター 

○ 実施内容 

① ワークショップ 

② 子ども向けイベント（百人一首・世界のおもちゃ展） 

③ 振る舞い 

④ お菓子屋台村  

 

桔梗が丘“ほっとまち”構想と協調して事業を進める。 

 予算額   １，５６０，０００円 

 （収入）  

 １）繰出し金     780,000 円 

 ２）協賛金      780,000 円 

 （支出） 

 １）事務経費      80,000 円 

 ２）食料費      110,000 円 

 ３）舞台照明費    500,000 円 

 ４）イベント費      25,000 円 

 ５）チラシデザイン費  30,000 円 

 ６）広報費       65,000 円 

 ７）警備費      220,000 円 

 ８）シャトルバス   150,000 円 

 ９）縁日費      380,000 円 

 

 

 

 

 

 

 予算額     １５０，０００円 

 （内訳） 

 １）ワークショップ 

             20,000 円 

 ２）子ども向けイベント費 

30,000 円 

 ３）振る舞い費 

            50,000 円 

 ４）お菓子屋台村費 

            50,000 円 

 

 

 

 

 

 

予算額合計   ９３０，０００円 

         ※協賛金を除く 
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教 育 文 化 部 会  

令和２年度事業計画の内容 予 算 額 の 明 細 

１． 桔’ずセミナー（第 16回） 

  地域の子ども達が大人と共に学びながら触れ合うこと

を目的として開催。 

  １）夏５講座 4回開催：料理・科学・囲碁・手芸・よさ

こいソーラン 

  ２）ききょう夏祭りに参加：よさこいソーラン 

  ３）冬 3講座開催：料理・科学・手芸 

  ４）ききょうニューイヤーフェスタに協力：科学遊び 

 

２． 青少年が語る「こころの思い発表会」（第 24 回） 

  現代の子どものこころの思いを、作文発表を通じて地域

の大人に理解していただく。 

  １）実施日：桔梗が丘市民センター祭開催日 

  ２）発表者：桔梗内小・中学校各 3人 計 15 人 

  ３）演奏者：桔梗が丘中学校音楽部 

        北中ウインドアンサンブル 

  ４）要約筆記 

  ５）冊子配布 

 

３． ふるさと歴史ハイキング（第 24回） 

  参加者が交流を図りながら、地域の歴史や自然を学び、

ふるさとを愛するこころを養う。 

  １）実施日：11 月 14 日（土） 

  ２）内容：ふるさとの歴史建造物や遺跡や自然を散策 

 

４． 私の 1冊文庫 

  １）桔梗が丘南市民センター1 階和室にて運営する。毎

月第 1・3・5木曜日（夏休みは毎週）に開催しボラ

ンティアによる本の読み聞かせや話し合いをする

事業。 

  ２）「本とみんなとあそぼう」 

    7 月 21 日（火）～26（日）開催予定 

  

 

桔梗が丘‟ほっとまち”構想と協調して事業を進める。 

 

予算額    ３６０，０００円 

 講師お礼        80,000 円 

 講座補助       170,000 円 

 反省会費        30,000 円 

 事務費         10,000 円 

 ボランティア交通費   50,000 円 

 予備費         10,000 円 

 年間会議費       10,000 円 

 

予算額    １８０，０００円 

 参加賞         45,000 円 

 音楽部に関する経費   72,000 円 

 冊子・プログラム    25,000 円 

 要約筆記        25,000 円 

 その他（反省会費含む） 13,000 円 

  

 

 

 

予算額     ５０，０００円 

 交通費補助       20,000 円 

 見学料金        10,000 円 

 参加賞代          20,000 円 

 

 

予算額     １６，０００円 

       （活動費・運営費） 

 

 

 

 

 

 

 

予算額合計   ６０６，０００円 
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生 活 安 全 部 会  

令和２年度事業計画の内容 予 算 額 の 明 細 

１．普通救命講習会 

１）開催回数 ： 年度内２回（１０月、３月） 

２）開催場所 ： 名張市消防庁舎内 ２階 

３）参加者数 ： 1回１５人 合計３０人 担当者２人 

４）講習内容 ： ① 止血法  ② 異物除去法  

③ 心肺蘇生法  ④ ＡＥＤ取扱法 

 

２．防犯パトロールの実施、桔梗が丘防犯パトロール隊 

１）青色回転灯防犯パトロール 青色回転灯装着車１台 

２）実施要領 ： 月４回、１回 約１時間 

  桔梗が丘地区内を３コースに分け、１台の車に隊員２

人が乗って、それぞれのコースを巡回する。 

  （毎月５日、１５日、２０日、２５日） 

  桔梗が丘中学校通学路交通対策（ベスト、帽子等） 

 

３．命の笛贈呈 

  令和年度年４月、地区内の３小学校の新入児童等に贈 

  呈する。 

４．桔梗が丘自治連合協議会 自主防災隊 

  桔梗が丘自治連合協議会自主防災推進グループに協力 

  する。 

５．「地域の課題」を考える講演、防災について 

  令和２年９月１２日（土）１０時～１２時 開催 

 

６．消火栓ホース格納箱・・・設置場所４箇所 

  桔梗が丘２番町２号公園・桔梗が丘５番町１２号公園 

  桔梗が丘８番町２区住宅・桔梗が丘南４番町１号公園 

 

７．消火栓にホースを接続した放水訓練を実施 

  １）訓練場所・・・名張消防署 

  ２）開催時期・・・年２回、予定７月、１０月 

  ３）開催条件・・・１回の訓練は、２０名程度 

 

 

桔梗が丘‟ほっとまち”構想と協調して事業を進める。 

 

予算額       ２，０００円 

 

 

 

 

 

 

予算額      ２９，２００円 

・活動費      １９，２００円 

・雑費       １０，０００円 

 

 

 

予算額      ３８，２８０円 

 

予算額      １５，０００円 

 

 

 

 

 

予算額      １５，０００円 

 

 

予算額    （４８０，０００円） 

      ＊協働事業交付金より 

 

 

予算額      ３６，０００円 

・傷害保険      ２１，０００円 

・雑費        １５，０００円 

 

 

 

予算額合計 １３５，４８０円 
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快 適 環 境 部 会  

令和２年度事業計画の内容 予 算 額 の 明 細 

 

Ⅰ 環境を守る活動 

地域の環境を守り育てる 

 

 1．公園美化運動（みどり環境保全整備事業「桔梗が丘みど

りの会」と協働連携） 

 ・桔梗の森公園のクリーン活動を 2カ月に 1回実施する。雨

天の場合は翌日とする。(4,6,8,10,12,2 月、原則第 1 月

曜日 午前 9時―10 時) 

 ・作業後のコーヒータイムで親睦を図る。 

 

  

２．桔梗が丘クリーン大作戦 2020 

・名張クリーン大作戦に参加するとともに、同作戦の趣旨

に賛同して活動する自治団体を奨励する。 

（実施：令和 2年 6月 7日） 

               

３．写真展の開催 

・桔梗が丘の「すばらしい環境、風景、情景、人々の活躍」

などに関する写真募集と展示 (令和 3年 2月予定) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者粗品    20,000 円 

ビニールゴミ袋(45L,50 枚) 

          1,500 円 

軍手(⒓ダース)   5,300 円 

 

反省会      10,000 円 

 

 

協賛自治会に支援金を贈呈  

         40,000 円 

 

 

 

賞品       10,000 円 

参加賞      20,000 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰの予算額 １０６，８００円 
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Ⅱ 環境を知る活動 

・地域の自然を楽しみながら住環境を知り、環境を守る大切さ

を知る。 

 

1． 桔梗が丘南小学校での児童の自然体験学習支援  

（東山ふれあいの森） 

10 月実施予定・・・(絆づくりの日程に合わす)  

（「子どもたちと地域の絆づくり事業」「みどり環境保全

整備事業『桔梗が丘みどりの会』」との協働連携） 

 

2． 桔梗が丘付近の自然を知る活動 

(1) 新緑ハイキング（児童の自然体験学習コース探索） 

(東山ふれあいの森) 5 月度  

 (2)バードウォッチング 

(桔梗の森公園、東・西徳明池) 

 令和 3年 1 月予定 

 

3． 桔梗が丘ホタル祭り（桔梗が丘 5番町、シャックリ川） 

(1) 第 1部 

  ホタルに関する座学・宵待ち時間のお楽しみなど 

6 月 13 日(土)午後 6時午後～午後 7時 30 

 

(2) 第 2部 

ホタル鑑賞会 午後 7時 30 分～後 9時 

 

4． 「季節の便り」発行・掲示 

・年間 6 回程度桔梗が丘地域内の生き物だよりや季節の見

どころを、桔梗が丘市民センターや桔梗の森公園内などに

掲示し紹介する。 

 

 

 

 

 

桔梗が丘“ほっとまち”プロジェクト事業と協調して事業を進め

る。 

 

 

 

 

 

自然体験学習関係費（弁当代や参

加費等） 

         100,000 円 

講師謝礼（ハイキング、ホタル 

祭り、バードウォッチング） 

         40,000 円 

傷害保険料(ホタル祭り・ハイキン

グ・バードウォッチング) 

          5,000 円 

資料等調査作成費 10,000 円  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱの予算額 １５５，０００円  

 

 

 

Ⅰ．Ⅱ事業の総計予算額  

２６１，８００円 
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地 域 福 祉 部 会  

令和２年度事業計画の内容 予 算 額 の 明 細 

１．高齢者、障がい者等への友愛訪問活動     

・毎月１回地区の民生委員児童委員が「陽だまり」を

携え訪問し、安否確認と相談・支援活動を実施。 

・民生委員児童委員活動を広く知ってもらうため「陽

だまり」を各地域で回覧し読んでもらう。 

       

２．年末友愛訪問     

  見守りの必要な世帯へ、友愛品（プレゼント）を持っ

て訪問。 

   ・７５歳以上の１人暮らし世帯 

・７５歳以上の高齢者のみ世帯 

・重度の寝たきりや認知症の方のいる世帯 

  

３．桔梗が丘「陽だまりのつどい」の実施  

  ・８０歳以上の高齢者が親睦と交流を図るため開催 

・実施時期： 令和２年１０月１１日（日）（予定） 

・参加予定者：約２００名   

    

４．いきいきサロンの実施   

・地域内１３箇所の小地域で、高齢者同士が近隣の

絆を深め、お互いの顔が見える中で、友達づくり

や絆づくりをする機会とする。   

・各サロンの年間計画に基づいて実施。  

・年間参加者目標２，０００名   

       

５．障がい者グループホーム交流会   

・地域内の３箇所の障がい者ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑとの交流会を

行う。 

・年１回実施 

・実施時期： 令和２年１１月１日（日）（予定） 

       

６．赤ちゃん、ちびっ子「なかよしひろば」 

  ・未就園児と保護者のつどいを、市民センター講堂で 

行う。     

  毎月第３火曜日に実施する。 

 

桔梗が丘“ほっとまち”構想と協調して事業を進める。 

予算額 ４０，０００円 

「陽だまり」印刷費 

 

 

 

 

予算額２７０，０００円 

（友愛品購入費） 

 

 

 

 

 

予算額２００，０００円 

 

 

 

 

予算額５８０，０００円 

 

 

 

 

 

 

予算額 ５０，０００円 

 

 

 

 

 

予算額 ６０，０００円 

 

 

 

 

予算額合計 １，２００，０００円 
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別紙8　令和２年度協議会会計予算書（案）

 令和２年度 協議会会計　予算書
（2020/4/1～2021/3/31）

収入の部 単位；円

項 前年度予算① 前年度決算 当該年度予算② 対前年比②－① 摘　　　　　　　　　　要

 １ 会費 1,000,000 1,021,600 1,000,000 0 地区会費

 ２ 交付金 4,978,000 4,978,000 5,059,000 81,000 ゆめづくり地域交付金

5,082,600 5,082,600 5,117,600 35,000 コミュニティ活動費

300,000 300,000 300,000 0 事務局経費

4,700,000 4,700,000 4,700,000 0 　　　〃

600,000 588,800 600,000 0 

15,660,600 15,649,400 15,776,600 116,000 

 ３ 補助金 200,000 220,000 200,000 0 いきいきサロン補助金

 ４ 雑収入 271,000 585,060 270,000 △ 1,000 生活習慣病予防普及　住民より寄付

50,000 79,560 50,000 0 軽トラック使用料

4,700,000 4,700,000 4,700,000 0 

21,881,600 22,255,620 21,996,600 115,000 

1,586,968 1,586,968 1,416,455 △ 170,513 

23,468,568 23,842,588 23,413,055 △ 55,513 

支出の部 単位；円

項 前年度予算① 前年度決算 当該年度予算② 対前年比②－① 摘　　　　　　　　　　要

 １ 人件費 8,950,000 8,774,000 8,950,000 0 

840,000 840,000 840,000 0 

70,000 88,953 100,000 30,000 

9,860,000 9,702,953 9,890,000 30,000 

 ２ 総務費 138,400 49,700 138,400 0 講演会　市民センター祭共催

700,000 650,000 700,000 0 敬老の日祝い品

450,000 362,400 450,000 0 会長、各委員会・部会の会議出席

300,000 159,188 250,000 △ 50,000 定時総会冊子印刷

150,000 31,422 100,000 △ 50,000 

200,000 200,000 200,000 0 消防団桔梗が丘班活動

250,000 133,680 250,000 0 

600,000 594,005 600,000 0 印刷代、商工会費

150,000 115,770 150,000 0 車検、ガソリン代

300,000 291,600 250,000 △ 50,000 絆づくり、お助けセンター

50,000 93,291 50,000 0 

3,288,400 2,681,056 3,138,400 △ 150,000 

 ３ 企画運営費 200,000 70,732 150,000 △ 50,000 

 ４ 広報費 785,000 726,012 1,300,000 515,000 ききょう通信発行

 ５ 健康推進費 630,000 418,258 630,000 0 健康まつり、健康体操

 ６ 住民交流費 160,000 165,754 150,000 △ 10,000 ハッピーニューイヤー

780,000 921,814 780,000 0 夏まつり

940,000 1,087,568 930,000 △ 10,000 

 ７ 教育文化費 606,000 556,205 606,000 0 桔っずセミナー、こころの思い発表会

 ８ 生活安全費 541,800 487,100 135,480 △ 406,320 防犯ﾊﾟﾄﾛｰﾙ

 ９ 快適環境費 303,700 264,640 261,800 △ 41,900 講演美化運動、ホタル祭り

１０地域福祉費 1,180,000 1,149,009 1,200,000 20,000 高齢者等への友愛活動、いきいきｻﾛﾝ

１１積立金 200,000 0 

１２予備費 51,068 0 53,775 2,707 

１３コミュニティ活動費 5,082,600 5,082,600 5,117,600 35,000 

23,468,568 22,426,133 23,413,055 △ 55,513 

0 1,416,455 0 0 

23,468,568 23,842,588 23,413,055 △ 55,513 

４〃(人件費）

目

　会費

１名張市交付金基本額

２ 〃(加算額）

３ 〃(特別交付金）

１ 給与・手当

５市社協交付金

小　　　計

市社協補助金

１雑収入

２車両使用料

 ５ 負担金

合　　　　　計

 ６ 繰越金

総　　合　　計

目

８ 車両費

２ 報酬

３ 社会保険料

小　　　　計

１ イ.事業費

　 ロ. 敬老行事費

２ 費用弁償費

３ 会議費

４ 研修費

５ 防犯防災費

６ 備品購入費

７ 事務費

　事業費

９ ビジョン新規事業費

10 雑費

小　　　　計

　事業費

　事業費

　事業費

イ 事業費

ロ 夏まつり費

小　　　　計

　事業費

　事業費

　事業費

　車両買換

合　　　　　　計

　繰　　　越　　　金

総　　　合　　　計
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議案第６号 令和２年度“ほっとまち”プロジェクト事業計画（案）及び特別会計予算（案）

の承認に関する件 

 

 令和２年度の“ほっとまち”プロジェクト事業計画（案）及び特別会計決算（案）について、次の通

り定めます。 

１．ほっとまち茶房ききょう事業 

２．子どもたちと地域の絆づくり事業 

３．みどり環境整備保全事業 

４．ききょう農楽園事業 

５．桔梗が丘お助けセンター事業 

 

１．ほっとまち茶房ききょう事業計画（案） 

令和２年度も市民センターに、多くの来訪者が期待されるなか茶房は住民の皆さんが気軽に立ち寄り、

ふれあい交流の場となるよう、サービススタッフの「おもてなし」で、「ほっと一息つける居場所」に

していきます。 

令和２年度の主な取り組み 

○ 歌声喫茶の定期開催 

   歌声喫茶は、毎月１回ハーモニカ、キーボード、二胡、マンドリン等演奏に合わせて、童謡・唱  

歌・歌謡曲等をみんなで楽しく唄っています。 

本年度も引き続き毎月１回（第４水曜日）の定期開催をします。 

 ○イベントの開催 

昨年度はシリウス七夕コンサート、クリスマスコンサート、新春お楽しみ会を開催して多くの皆

様に喜んで頂き引きつづき開催要望が多くあります。本年度も昨年同様のイベントの開催を実施

していきます。 

 ○ 他の団体との協賛事業 

農楽園の農作物の販売については、昨年不定期で短期間に行い好評を得ました。本年度は更なる

拡大を図っていきます。 

○ ロビー中柱の作品展示 

ロビー天井の雨漏りの状況等を考慮して中柱の作品展示を再開させていきます。 

○ 新メニューの採用 

利用者の声を聴きながら採算制を考慮し、新メニューを採用していきます。 

 ○ ボランティアスタッフの確保等 

円滑な運営を確保するため、スタッフの増員確保を図ります。 

 

令和２年度ほっとまち茶房ききょう特別会計予算（案） 

（収入の部）                                （単位 円） 

区  分 予 算 額 摘  要 

利用料収入 ９００，０００ コーヒー等 9,000杯 

市社協補助金 ５０，０００ 補助金、共同募金還付金 

繰越金 ３５，０００ 令和元年度繰越金 
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雑収入 ０ 預金利息 

合 計 ９８５，０００  

（支出の部）                                （単位 円） 

区  分 予 算 額 摘  要 

運営経費 ８９５，０００ 材料費、実費弁償、消耗品費等 

光熱水費負担金 ４０，０００ 市民センター一部負担分 

積立金 ５０，０００ 茶房備品等購入資金積立 

合 計 ９８５，０００  

 

 

２．子どもたちと地域の絆づくり事業計画（案） 
 
 ８年目となる令和２年度は桔梗が丘子どもたちと地域の絆づくり事業連絡協議会主催の３校合同事

業として引続き通学路花いっぱい運動を中心に据えつつ、令和元年度は桔梗が丘東小学校で行った里

山自然体験学習を令和２年度も快適環境部会、みどりの会と協働で実施致します。学校、PTA、ボラ

ンティア、地域の皆さん等が目的をするために絆を育み成功した昨年の経験を生かし、東山ふれあい

の森を舞台に今年度は桔梗が丘南小学校が里山自然体験学習を実施する事を考えております。 
通学路花いっぱい運動については春は種を播き苗を育て、秋は苗を購入し植えつけるように致します。

今後も地域の絆を深め、３校がお互いの事業のノウハウの共有を進めたいと思います。自治連合協議

会の他の部会との連携については、上述の快適環境部会、みどりの会、及び教育文化部会との協働継

続を行います。 
事業予算については名張市放課後子ども教室事業の助成金の申請を行うと共に里山自然体験学習で

は、みえ森と緑の県民税市町交付金の申請を行います。 
 

令和２年度子どもたちと地域の絆づくり事業特別会計予算（案） 
 

（収入の部）                          （単位：円） 
区分 予算額 摘要 

事業委託費 １７２，０００ 名張市放課後子ども教室事業 
助成金 １００，０００ え森と緑の県民税市町交付金 
自治連合協議会負担金 ３０，０００ 自冶連合協議会 

合計 ３０２，０００  
 
 
（支出の部） 

区分 予算額 摘要 
報償費 ８２，０００ サポーター費用弁償金 
需要費 ２２０，０００ 花、苗、土、資材、肥料、他、 
合計 ３０２，０００  
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３．みどり環境整備保全事業（桔梗が丘みどりの会事業）令和２年度事業計画（案） 

 
 桔梗が丘地内には、桔梗の森公園（１０号公園）、鳴滝公園（１１号公園）、野鳥公園（西５号公園）

をはじめ、ため池を中心に多くの自然緑地が残されています。また、東山ふれあいの森など近隣にも

森林が広がっています。その豊かな自然と緑は、住宅団地である桔梗が丘に住まいする住民にとって、

かけがえのないものとなっています。こういった桔梗が丘地内や近隣の自然緑地の保全管理について

は、桔梗が丘自治連合協議会のプロジェクト事業部会組織である〞桔梗が丘みどりの会〞が中心とな

って他の組織とも連携し、取り組みを進めていきます。主な事業の内容は、次のとおりです。 

 

（１） 桔梗の森公園（１０号公園）、鳴滝公園（１１号公園）、野鳥公園（西５号公園）をはじめ

とした桔梗が丘地内及び近隣の自然緑地の保全管理に取り組みます。 

（２） 桔梗の森公園（１０号公園）については、名張市から清掃の委託を受け作業実施します。 
（３） 桔梗が丘自治連合協議会の快適環境部会、子どもたちと地域の絆づくり事業組織及び桔梗

が丘南小学校並びにグリーンボランティア森林づくり三重等と連携し、東山ふれあいの森

において環境教育推進事業に取り組みます。 
（４） 自然環境の保全に取り組んでいる他の団体とも、趣旨が合致する範囲において連携した活

動にも取り組みます。 
（５） 令和 2 年度名張市みえ森と緑の県民税市町交付金活用事業の採択を受け、桔梗の森公園(１

０号公園)をはじめとした桔梗が丘地内及び近隣の自然緑地や里山において枯木の伐倒処

理、コナラの保護育成、自然緑地にふさわしい樹木の植樹や植物の植栽等みどり環境の整

備と保全を図ります。 
 

令和 2 年度みどり環境整備保全事業（桔梗が丘みどりの会事業）特別会計予算（案） 
 

（収入の部）                                      （単位円） 
区  分  予 算 額 摘 要 

委託料    ７７，０００ 名張市(桔梗の森公園作業） 

みえ森と緑の県民税市町交付金

事業補助金 
  ２４０，０００ 名張市 

雑収入     １，０００ 利息、寄付金等 
繰越金   ６８，０４６ 前年度より繰越 

 合  計  ３８６，０４６  
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（支出の部）            （単位円） 
 区  分  予 算 額  摘 要 
需用費・備品購入費等 ３４３，０４６ <事業対応内訳> 

みえ森と緑の県民税交付金事業分 

２４１，０００ 
一般分 １０２，０４６ 

保険料   １０，０００ ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｽﾀｯﾌ保険料 

報償費   ３３，０００ 講師・スタッフ実費弁償 

 合  計  ３８６，０４６  

 
 

４．ききょう農楽園事業計画（案） 

ききょう農楽園は、栽培期間中の農薬や化学肥料を使用しない根菜類を中心に栽培を行い、協議会

等のイベントやほっとまち茶房で桔梗が丘地区の皆さんに提供し、好評をいただいています。また、

ものづくり分科会では、菊芋を主材としたドレッシングや乾燥パウダーも提供しています。 

今後も、ききょう農楽園は、桔梗が丘地区住民の支援による協働農園として、収穫物・加工品を桔

梗が丘地区の皆さんに提供し、栽培する野菜も根菜類だけでなく果菜類にも挑戦していきます。 

ききょう農楽園の活動に多くの住民が楽しく参加し、ふれあい交流の場となるようなイベントの開

催等を行います。 

・令和 2年度の事業予定 

① ジャガイモ、サツマイモ、サトイモ、玉ネギと菊芋等の品質や収穫量向上 

② ビニールハウスによる果菜類の育苗 

③ 菊芋を使ったドレッシングづくり、そば打ち体験等「ものづくり体験」 

④ 自治連合会、部会、プロジェクト、市民センター等との連携 

⑤ ききょう農楽園主催の楽しいイベントの企画検討 

 

令和 2 年度ききょう農楽園事業特別会計予算（案） 

収入の部                            （単位：円） 

区分 予算額 摘要 
会費 ５２，６００  
売上金 ６０，０００  
鳥獣捕獲報奨金 ５，０００  
繰越金 ４７，５３６  
   
合計 １６５，１３６  
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支出の部                            （単位：円） 

区分 予算額 摘要 
消耗品費 ９５，０００  
雑費 ５０，０００  
予備費 ２０，１３６  
   
合計 １６５，１３６  
 
５．桔梗が丘お助けセンター事業計画（案） 

 
平成２７年４月お助けセンターを立ち上げ、家事支援サービスは６年目を迎えます。その間平成２

８年１０月外出支援サービス、平成２９年４月配食支援サービスをスタートし、３部門が連携しなが

ら運営しています。３部門とも支援メンバーの不足と高齢化が課題となっており、人材確保の抜本的

な解決策が不可欠となっています。 
高齢者の見守りと住民のふれあい交流を図るためにお助けセンターの活動を継続させなければなり

ません。 
 本年度も３部門の安定した事業展開を図るため、次の取り組みを進めます。 
 
① 管理運営システムの運用 
   事務局の管理業務のＩＴ化を図るために導入した管理運営システムの本格稼働に向けて、引き

続き取り組みます。 
 
② 支援スタッフの確保 
   ３部門のうち、家事支援スタッフ、外出支援スタッフ、配食支援の配達スタッフの不足が顕著

になっています。また、支援スタッフの高齢化も深刻です。安定したサービスを提供するために

は、スタッフの確保は不可欠であり、自治連合会の理解と協力によりスタッフの安定確保に努め

ます。 
令和２年度桔梗が丘お助けセンター事業特別会計予算（案） 

収入の部                         （単位：円） 
区  分 予算額 摘  要 

市補助金 １，０００，０００  
社協助成金 ５５０，０００  
協議会負担金 １００，０００  
利用料 ４，４５０，０００ 利用料内訳 
雑収入 １，７９７ 家事支援    １５０，０００ 
前期繰越金 ３５４，２０３ 外出支援    ７００，０００ 
合計 ６，９５６，０００ 配食支援  ３，６００，０００ 
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         支出の部                         （単位：円） 

区   分 予 算 額 摘   要 
総 務 費 １，５４６，０００  システム管理経費等 
家事支援費 １８０，０００  
外出支援費 ９８０，０００  車両リース代含む 
配食支援費 ４，０５０，０００  
積 立 金 ０  
予 備 費 ２００，０００  
              
合計 ６，９５６，０００  
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議案第７号 令和２年度市民センター事業計画（案）及び市民センター会計予算（案）

の承認に関する件              

 

 令和２度の市民センター事業計画（案）及び会計予算（案）を別紙のとおり定めます。 

 市民センターの管理運営には、平成１８年９月から実施の指定管理者制度のもとで効率的な運営に

努めていますが、今年度も当該制度を充分に生かした管理運営を行います。 

 
別紙９ 令和２年度市民センター事業計画書（案） 
別紙１０ 令和２年度市民センター会計予算書（案） 
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別紙９ 令和 2年度市民センター生涯学習事業計画書    桔梗が丘市民センター・南市民センター 

学級・教室                                              

名称 開設数と場所 参加者数 主たる内容 

健康と体操の講座 

広く住民の皆様の「気づ

きと実行」を奨励。 

 

「よくバリ青春体操」 

・約 24 回 

・原則,月 2 回。 

・第 2木曜日と 

第 4木曜日。 

・14:00～ 

・於 講堂 

・毎回の参

加 者 は 平

均 60 名以

上。 

・延 1,200

名 以 上 の

参加。 

・令和元年度（2019 年）、試行的に年間 18 回

開催。延人数参加者 1000 名以上。 

・2 年前名賀医師会が考案した高齢者向けの筋

肉体操。寝たきりと認知症予防の効果。 

・名張市「健康・子育て支援室」が普及。 

・まちの保健室さん、健康推進部会のボランテ

ィアさんがリーダー役や指導者で参加。 

パソコン教室 

「今から PC を習いたい

私」 

初級コースを開催 

ワード、エクセル別の 

2 コースが理想。 

・1 コース：4か

月間全 12 回。 

・101 号教室 

・月 3回の金曜 

・時刻 13:30～

15:30。 

・1コース 

10 名 

・応募者多

数 の 場

合抽選。 

・働き方改革、定年の延長、在宅勤務の増加 

などの影響か、今からでも PC をしっかりと勉

強したい人が多い。 

・市民センターには PC 部屋の設備があり、主

催講座としては 5年ぶりの開催。 

・参加費用 3,000 円程 

 （教科書、プリント代） 

天体観測会 

「夏の星空を望遠鏡で

観よう」 

講師 遠藤直樹先生 

・1回 

・9月頃 

・桔梗が丘小学 

 校運動場 

 

50 名 ・子供、親子を対象とした天体観測会。 

・教室で座学を 1時間。暗くなってからグラウ

ンドに移動。天体観測サークルの方々による天

体望遠鏡で星の観察を体験する。 

講座（講演会）・コンサート 

連続公開講座（講演会） 

 

共通テーマ：「気象と私

たちの生活」 

講師 大阪管区気象台 

   等の研究者。 

・４回の予定。 

・7月、9月、 

11 月、12 月 

・「地球温暖化

と日本」、「気

象情報と商売」

等 

300 名 ・今回は「気象」を共通テーマに、その分野の

専門家や研究者を招いて私たちの身近に起き

ている異常気象と日常の生活を考える。 

・台風、大雨などによる災害が多い昨今、気象

情報について知識を得ることも大切。 

館外学習講座 

「心の洗濯をする“写

仏・写経”と“古刹拝観”」 

 

・2回（8 月、12

月）。 

・当麻寺と薬師

寺の写仏・写経 

 

50 名 ・名張市の公用バスを利用する館外学習。 

写仏は仏の姿を描き写す行（ぎょう）である。 

・スピリチュアルな体験学習が人気の時代であ

る。個人で参加できる。 

プチコンサート ・1回  

・12 月 19 日（土） 

・13:00～ 

300 名 ・出演校 

名張青峰高校 名張高校 桔梗が丘中学校 

15 年間続いている地域の学校の吹奏楽部、音

楽部の演奏会。 
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別紙１０　令和２年度市民センター会計予算書（案）

令和２年度　市民センター会計予算書

収入の部
（2020/4/1～2021/3/31）

単位；円

項 前年度予算① 前年度決算 当該年度予算② 対前年比②－① 摘　　　　　　　　要

11,160,720 11,367,400 11,558,822 398,102 管理業務受託料

２　利用料 3,200,000 3,038,040 2,100,000 △ 1,100,000

1,000,000 1,029,250 650,000 △ 350,000

小　　　計 4,200,000 4,067,290 2,750,000 △ 1,450,000

３ その他収入 55,000 60,845 40,000 △ 15,000 自動販売機電気代、預金利息

15,415,720 15,495,535 14,348,822 △ 1,066,898

４　繰入金 0 0 0

260,000 248,700 170,000 △ 90,000 お助け配食、茶房負担分

15,675,720 15,744,235 14,518,822 △ 1,156,898

1,817,048 1,817,048 1,404,032 △ 413,016

17,492,768 17,561,283 15,922,854 △ 1,569,914

支出の部 単位；円

項 前年度予算① 前年度決算 当該年度予算② 対前年比②－① 摘　　　　　　　　要

１　管理費 850,000 970,719 650,000 △ 200,000 コピー用紙、インク　

3,500,000 3,310,818 2,750,000 △ 750,000

500,000 603,120 600,000 100,000 水漏れ修理、トイレ修理

100,000 111,753 100,000 0

2,800,000 2,988,409 3,000,000 200,000 夜間警備、館内清掃、ｴﾚﾍﾞｰﾀ点検

500,000 351,615 500,000 0 折畳み椅子

850,000 814,356 850,000 0 印刷機リース,共有ホルダー

200,000 122,686 150,000 △ 50,000 自動車保険、車検、ガソリン代

9,300,000 9,273,476 8,600,000 △ 700,000

２　運営費 222,000 70,000 200,000 △ 22,000 講座（よくばり体操　等）

10,000 0 10,000 0

60,000 25,056 10,000 △ 50,000 情報紙用紙

60,000 49,479 60,000 0

575,000 663,886 600,000 25,000 市民センター祭、写仏

20,000 11,454 12,000 △ 8,000

947,000 819,875 892,000 △ 55,000

３　負担金 4,700,000 4,700,000 4,700,000 0

４　積立金 200,000 200,000 △ 200,000

0 400,000 0

200,000 600,000 0 △ 200,000

701,800 763,900 782,500 80,700

1,643,968 0 948,354 △ 695,614

17,492,768 16,157,251 15,922,854 △ 1,569,914

1,404,032 0 0

17,492,768 17,561,283 15,922,854 △ 1,569,914

 雑収入

目

１　指定管理料

１ 公民館利用料

２　　コピー利用料

４　電話料

小　　　　　計

１ 積立基金

２ 光熱費負担金

　　　　　合　　　　　計

５　繰   越   金

総　　　　合　　　　計

目

１　消耗品費

２　光熱水費

３　修繕料

小　　　計

５　委託手数料

６　備品購入費

７ 使用料及び賃借料

８　車両費

小　　　計

１　報償費

２　旅費

３　印刷製本費

４　郵便料

５　事業費

６　雑費

合　　　　　　計

次　期　繰　越　金

総　　　合　　　計

　人件費負担金

　車両購入

　設備・備品購入

小　　計

５　消　費　税

６　予　備　費
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参考資料 
 
参考資料１ 桔梗が丘自治連合協議会組織図 
 
参考資料２ 桔梗が丘自治連合協議会関係者名簿（自治会長・区長、評議員） 
 
参考資料３ 桔梗が丘自治連合協議会関係規定 
   ・桔梗が丘自治連合協議会規約 
   ・桔梗が丘自治連合協議会規約施行規則 
   ・会計処理規程 
   ・市民センター管理運営規程 
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参考資料１ 桔梗が丘自治連合協議会組織図 
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氏  名      自治会・区名         氏  名      選出団体       
山 嵜 正 之   １番町区           辻 本 幸 三   １番町区       

関 田  昇    ２番町第１区         野 中 康 弘   ２番町第１区 
森 内 睦 子   ２番町第２区自治会      山 本 貴 子   ２番町第２区自治会  

竹 澤 陽 一   ２番町第３区自治会      竹 森 喜 慶   ２番町第３区自治会  

田 畑 雅 司   ３番町自治会         中 川  健    ３番町自治会     

福 森  謙    ４番町区自治会        木 瀬 孝 子   ４番町区自治会    

橋 井  治    ５番町第１区         松 本 邦 弘   ５番町第１区     

坪 香  昭    ５番町第２区         隅 田 勝 通   ５番町第２区     

児 玉 充 功   ５番町第３区         渡 辺  保    ５番町第３区     

中 西 雅 文   ６番町区           冨 島 雅 俊   ６番町区       

北 林 俊 秀   ７番町１区自治会       角 谷 憲 一   ７番町１区自治会   

西 宮 剛 志   ７番町２区自治会       石 川  勝    ７番町２区自治会   

堀 口 茂 義   ８番町１区自治会       増 田 清 賢   ８番町１区自治会   

武 仲 元 男   ８番町２区自治会       武 仲 生 子   ８番町２区自治会   

内 山 陽 介   南第１区           池 田 扶久江   南第１区       

齋 藤 良 典   南第２区           吉 村 和 仁   南第２区       

寺 見 良 一   南第３区           西   幸 雄   南第３区       

丸 山 成 昭   西１番町自治会        冨 澤 一 郎   西１番町自治会    

山 本 修 司   西２番町自治会        田 口 美喜子   西２番町自治会    

上 谷 義 博   西３番町自治会        杉 本 光 彦   西３番町自治会    

松 本 潤 平   西４番町自治会        森   正 則   西４番町自治会    

中 西 昭 男   西５番町自治会        丸 山  敦    西５番町自治会    

松 波 久 子   西６番町自治会        永 井 博 之   西６番町自治会    

関 本 勇 治   西７番町自治会        宮 岡 陽一郎   西７番町自治会    

                         松 本 幸 代   婦人会        

                         池 田 一 弥   老人クラブ協議会   

                         川 口  力    子ども会連合会    

                         松 嶋 順 子   保育所・幼稚園    

                         北 道 香代子   小・中学校（PTA）  

                         桔 梗 寿 子   民児協        

                         村 田 憲 子   民児協        

                         門 野 由紀子   民児協        

                         西 浦 浩 之   桔梗が丘商店会    

                         大 畑 和 也   消防団        

                         石 本 公 子   健康推進部会     

                         杉 中 清 哉   住民交流部会     

                         岸 本 重 郎   教育文化部会     

                         藤 田 和 也   生活安全部会     

                         田 中 博 明   快適環境部会     

                         丹 羽 淳 子   地域福祉部会     

参考資料２ 令和２年度自治会長・区長・評議員名簿 

自治会長・区長                 評議員        
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参考資料３ 桔梗が丘自治連合協議会関係規定 
 

桔梗が丘自治連合協議会規約 

第 1章 総 則 

（名 称） 

第１条 本会は、桔梗が丘自治連合協議会（以下「協議会」という。）と称する。 

（事務所） 

第２条 協議会は、事務所を桔梗が丘市民センター内に置く。 

    名張市桔梗が丘６番町１街区１３１番地の４ 

（目 的） 

第３条 協議会は、豊かで住みよいまち「桔梗が丘」を創造するため、住民の交流を図り、地域

のつながりを深め、住民が主体となって活力と魅力あふれる良好な居住環境及び安全、安心な

生活環境の実現をめざすものとする。 

（運営の原則） 

第４条  協議会の運営は、住民自治の基本である住民参加の自由、発言の自由等を保障する。 

２ 前項を達成するため、次の事項を運営の責務とする。 

 （１）協議会運営の民主制を確保すること。 

 （２）自立した地域社会を創造し、実現に向けての取り組みを行うこと。 

 （３）協議会への活動参加の公平性を確保すること。 

 （４）住民等の意見や要望等の集約をすること。 

 （５）情報の公開及び共有を行うこと。 

 （６）その他、運営上不可欠と思われる事項を実施すること。 

（事 業） 

第５条 協議会は第 3条の目的を達成するため、次の各号の事業を行う。 

 （１）地域住民の健康及び福祉の増進に関する事業。 

 （２）地域住民の交流に関する事業。 

 （３）高齢者の生きがいづくりに関する事業 

  （４）青少年の健全育成に関する事業。 

 （５）自主防犯及び自主防災に関する事業。 

 （６）環境及び景観の保全に関する事業。 

 （７）地域文化の継承及び創出に関する事業。 

 （８）コミュニティビジネス等地域活性化に関する事業。 

２ 前項に掲げるもののほか、特に協議会が必要と認めた事業を行う。 

（地域ビジョン） 

第６条 協議会は、名張市地域づくり組織条例（平成２１年条例第３号）第９条の規定に基づき

桔梗が丘の地理的な特性、自然、産業、歴史及び文化等の地域資源を活用し、課題を解決する

ため、理念、基本方針及び将来像をとりまとめ地域ビジョンを策定し、その実現に向けて努め

るものとする。 

（会 員） 
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第７条  協議会の会員は、桔梗が丘地区に居住する住民及び団体、並びに桔梗が丘地区で事業

活動する事業所で構成する。 

２ 前項で規定する団体は、次に揚げるものとする。 

 （１）桔梗が丘地区自治会又は区 

 （２）桔梗が丘地区婦人会 

 （３）桔梗が丘地区高齢者の会 

 （４）桔梗が丘地区こども会育成会 

 （５）桔梗が丘地区保育所、幼稚園及び保護者会 

 （６）桔梗が丘地区小学校、中学校、高等学校、並びにＰＴＡ 

 （７）桔梗が丘地区民生・児童委員協議会 

 （８）桔梗が丘商店街 

 （９）名張市消防団蔵持分団川北部桔梗が丘班 

３  桔梗が丘地区市民センター自主サークルクラブ、各種ボランティア団体その他任意団体、並

びに協議会の趣旨に賛同し、積極的に活動に参加する団体又は事業所は、理事会の承認を得て

第１項の構成団体又は事業所とすることができる。 

（会員の役割） 

第８条  会員は、協議会の行う行事や地域コミュニティ活動及びボランティア活動等への積極

的な参加などを通して、桔梗が丘のより良いまちづくりに貢献する。 

２ 会員は、自治会費（区費）として納入した分から総会で決定された金額を協議会活動経費の

一部として負担する。 

 

第２章 評議員及び総会 

第１節 評議員 

（定 数） 

第９条  評議員の定数は、40 名以内とする。 

２ 評議員の選出母体は、次の各号のとおりとする。 

 （１）桔梗が丘自治会又は区    24 名 

 （２）事業部会           6 名 

 （３）団体等         10 名以内 

（役 割） 

第 10 条 評議員は、定時総会及び臨時総会において、理事会が提案する議案を審議し、議決す

る。 

２ 評議員は、協議会の運営の諸事項について、調査等をおこない、理事会に提案することがで

きる。 

（選 出） 

第 11 条 地区自治会選出の評議員は、各自治会の会長、区長またはその組織の責任者が選出し、

会長宛選出届けを提出する。 

２ 各事業部会選出の評議員は、部会長が選出し、会長宛選出届けを提出する。 

３ 各種団体選出の評議員は、団体の代表者または責任者が選出し、会長宛選出届けを提出する。 

（任 期） 

- 66 -



 
 

第 12 条 評議員の任期は、選出後２年以内に終了する事業年度のうち、最終のものに関する定

時総会の終結の時までとする。 

２ 任期満了前に退任した評議員の補欠又は増員により選出された評議員の任期は、前任者又は

他の在任評議員の任期の残任期間と同一とする。 

 

第２節 総 会 

（構成と役割） 

第 13 条 総会は評議員をもって構成し、最高議決機関とする。 

（総会の招集） 

第 14 条 総会は、協議会会長（以下「会長」という。）が招集する。 

（定時総会） 

第 15 条 定時総会は、毎年事業年度終了後２ヶ月以内に招集する。 

（臨時総会） 

第 16 条 会長は、評議員総数の３分の１以上の者が会議に付議すべき事項及び開催の理由を記

載した書面を提出して総会の開催の請求をしたときは、その請求があった日から２０日以内に

臨時総会を開催しなければならない。 

２ 前項のほか、会長が必要があると認めるときは、臨時総会を開催することができる。 

（総会の開催手続） 

第 17 条 会長は、総会を開催しようとするときは、開会の日の５日前までに、評議員に日時及

び場所、会議に付議すべき事項を示した開催通知を送達しなければならない。 

（定足数） 

第 18 条 総会は、評議員総数の過半数が出席しなければ議事を開き、議決をすることができな

い。 

（議長等の選出） 

第 19 条 総会の議長及び副議長は、評議員の互選により選出する。 

（議長等の任期） 

第 20 条 議長及び副議長の任期は、第 12 条の規定を準用する。 

（議長等の役割） 

第 21 条 議長は、評議員を統括し、総会の運営を行う。 

２ 議長は、第 10 条第 2項に関して、研修の会議等を開催することができる。 

３ 副議長は、議長を補佐し、議長に事故あるとき又は欠けたときは、その職務を代理する。 

（総会の議決） 

第 22 条 総会の議事は、出席した評議員の過半数で決し、可否同数のときは議長の決するとこ

ろによる。ただし、第 23 条第 3号のうち、制定及び廃止については、出席した評議員の３分

の２以上の決するところによるものとする。 

２ 総会は、第 17 条の規定により、予め通知した議案のみ議決することができる。 

（総会の議決事項） 

第 23 条 次の各号に掲げる事項は、総会の議決を得なければならない。 

 （１）会長、副会長及び理事の承認に関する事項 

 （２）監事の承認に関する事項 
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 （３）規約の制定、改正、及び廃止に関する事項 

 （４）毎事業年度の予算及び事業計画に関する事項 

 （５）毎事業年度の決算及び事業報告に関する事項 

 （６）毎事業年度決算監査及び業務監査報告に関する事項 

 （７）地域ビジョンの策定に関する事項 

 （８）その他重要な事項 

（総会の議事録） 

第 24 条 総会の議事は、議事録を作成しなければならない。 

２ 議事録には、議長及び総会において選任された議事録署名人２名が署名、捺印しなければな

らない。 

（総会の傍聴） 

第 25 条 会員は、定時総会及び臨時総会を傍聴することができる。   

 

第３章 理事及び理事会 

第 1 節 理 事 

（定 数） 

第 26 条 理事の定数は２０名以内とする。 

（理 事） 

第 27条 理事は、次の各号に掲げる者を充て総会の承認を得て就任する。 

 （１）自治連合会代表幹事及び４ブロック選出の幹事 

 （２）総務委員会委員長 

 （３）企画運営委員会委員長 

 （４）広報委員会委員長 

 （５）事業部会部会長 

 （６）桔梗が丘市民センター長 

 （７）会計統括責任者 

（役 職） 

第 28 条 協議会は、会長１名及び副会長２名以内を置く。 

（選 出） 

第 29 条 会長は、自治連合会代表幹事をもって充て総会の承認を得て就任する。 

２ 副会長は、理事の中から会長が指名する。 

（任 期） 

第 30 条 理事の任期は、第 12 条の規定を準用する。 

（役 割） 

第 31 条 会長は、協議会を代表し、その会務を総理する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代理す

る。 

３ 理事は、規約及び総会の議決に基づき協議会の会務を執行する。 

第２節 理事会 

（構成と役割） 
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第 32 条 理事会は、理事をもって構成し、協議会の最高意思決定機関であり、組織運営の執行

決議機関とする。 

（招 集） 

第 33 条 理事会は、必要に応じ会長が招集し、その議長となる。 

（定足数） 

第 34 条 理事会は、理事総数の過半数が出席しなければ、議事を開き、議決をすることができ

ない。 

（議 決） 

第 35 条 理事会の議事は、出席した理事の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決すると

ころによる。 

（議決事項） 

第 36 条 次の各号に掲げる事項は、理事会に付議しなければならない。 

 （１）総会の招集及び総会に提出する議案等に関する事項 

 （２）事業運営の具体的方針に関する事項 

 （３）規則等の改廃に関する事項 

 （４）受託事業及び指定管理者制度に基づく管理運営に関する事項 

 （５）その他理事会において必要と認める事項 

（議事録） 

第 37 条 理事会の議事は、議事録を作成しなければならない。 

２ 議事録には、議長及び理事会において選任された議事録署名人２名が署名、捺印しなければ

ならない。 

 

第４章 自治連合会 

（構成と役割） 

第 38 条 協議会に自治連合会（以下「連合会」という。）を置き、区長又は自治会長（以下「区

長等」という）をもって構成する。 

２ 連合会は、協議会と自治会又は区を結ぶ中心的な組織であり、その役割は、地区住民の意思

を反映させ、協議会の運営の根幹を担うものとして活動を行う。 

３ 連合会は、協議会の運営及び施策について理事会に提案及び建議ができる。 

（幹 事） 

第 39 条 連合会に、代表幹事１名、副代表幹事１名及び幹事３名を置く。 

（選 出）  

第 40 条 桔梗が丘２４区を施行規則に定める４ブロックに分けるものとする。 

２ 幹事の選出は、前項に定める４ブロックの代表者の中から選出する。 

３ 代表幹事は４ブロックの代表者の互選、もしくは４ブロックの代表者が推薦し、連合会が承

認した者とする。 

４ 互選により代表幹事を選出したブロックは、別に幹事を選出しなければならない。 

（招 集） 

第 41 条 連合会は、必要に応じて代表幹事が招集し、その議長となる。 

（定足数） 
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第 42 条 連合会は、区長等の３分の２以上が出席しなければ議事を開き、議決をすることがで

きない。 

（議 決） 

第 43 条 連合会の議事は、出席した区長等の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決する

ところによる。 

（議決事項） 

第 44 条 連合会における審議事項は、次の各号に掲げるとおりとする。    

 （１）理事会への付託事項 

 （２）連合会の活動方針に関する事項   

 （３）桔梗が丘全地区に係る自治会活動に関する事項 

 （４）委員会に対する要請に関する事項 

 （５）事業部会よりの要請及び協力体制に関する事項 

 （６）その他連合会会員よりの要請に関する事項 

（地区自治会等の提案） 

第 45 条 桔梗が丘 24 地区の区又は自治会（以下「自治会等」という。）は、協議会の事業等に

ついて連合会に対して提案することができる。 

２ 連合会は、自治会等が議決した事項の提案並びに具申等を尊重しなければならない。 

（議事録）  

第 46 条 連合会の議事は、議事録を作成しなければならない。 

２ 議事録には、議長及び連合会において選任された議事録署名人２名が署名、捺印しなければ

ならない。 

 

第５章 委員会 

（委員会） 

第 47 条 協議会に、総務委員会、企画運営委員会及び広報委員会（以下「委員会」という。）を

置く。 

２ 各委員会は、施行規則に定める任務等を行う。 

（構 成） 

第 48 条 委員会は、協議会の会員、会員が団体にあっては当該団体が指名する者をもって構成

する。ただし、特に必要な場合は、理事会の承認により、会員以外の者を委員にすることがで

きる。 

（役 職） 

第 49 条 委員会に、委員長、副委員長各１名を置く。 

（選 出） 

第 50 条 委員会の委員長及び副委員長は、理事会の承認を得て会長が任命する。 

（任 期） 

第 51 条 委員会の委員長及び副委員長の任期は、第 12 条の規定を準用する。 

（役 割） 

第 52 条 委員会は、理事会より付託された事項、その他協議会の運営に必要な事項の審議検討

を行う。 
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（招 集） 

第 53 条 委員会は、必要に応じて委員長が招集し、その議長となる。 

（議 決） 

第 54 条 委員会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決すると

ころによる。 

（議事録） 

第 55 条 委員会の議事は、議事録を作成しなければならない。 

２ 議事録には、議長及び委員会において選任された議事録署名人２名が署名、捺印しなければ

ならない。 

（設 置） 

第 56 条 協議会は、必要に応じて新たな委員会を置くことができる。 

２ 新たな委員会は、理事会で決定し、総会の承認を得るものとする。 

 

第６章 事業部会及びプロジェクト事業部会 

（事業部会） 

第 57 条 協議会に第 5 条に規定する事業を行うため「健康推進部会」「住民交流部会」「教育文

化部会」「生活安全部会」「快適環境部会」「地域福祉部会」の６事業部会を置く。 

２ 各事業部会が行う事業の範囲は、施行規則に定める。 

（構 成） 

第 58 条 事業部会は、協議会の会員、会員が団体にあっては当該団体が指名するものをもって

構成する。   

（役 職） 

第 59 条 事業部会に、部会長及び副部会長を置く。 

（選 出） 

第 60 条 事業部会の部会長及び副部会長は、理事会の承認を得て会長が任命する。 

 （任 期) 

第 61 条 部会長及び副部会長の任期は、第 12条の規定を準用する。 

（役 割） 

第 62 条 事業部会は、第 5 条に規定する事業を行うため、活動の企画立案を行い、連合会及び

理事会の協力のもと実施する。 

（招 集） 

第 63 条 事業部会は、必要に応じて部会長が招集し、その議長となる。 

（議 決） 

第 64 条 事業部会の議事は、出席した部会員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決す

るところによる。 

（議事録） 

第 65 条 事業部会の議事は、議事録を作成し部会長が署名する。 

（設 置） 

第 66 条 協議会は、必要に応じて新たな事業部会を置くことができる。 

２ 新たな事業部会設置は、理事会で決定し、総会の承認を得るものとする。 
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（プロジェクト事業部会） 

第 67 条 協議会に地域ビジョンにより策定された事業を行うにあたり、プロジェクト事業部会

を置くことができる。 

２ プロジェクト事業部会は、それぞれの目的達成に向けて計画を策定し運営を行う。 

（構  成） 

第 68 条 プロジェクト事業部会は、協議会の会員、会員が団体にあっては該当団体が指定する

者をもって構成する。 

（運  営） 

第 69 条 プロジェクト事業部会は、目的達成等のために規約等を作成し運営を行う。 

２ 運営は、独立採算制を原則とする。 

（議事録） 

第 70 条 プロジェクト事業部会の議事は、議事録を作成しなければならない。 

２ 議事録には、議事録署名人２名が署名、捺印をしなければならない。 

（報告義務） 

第 71 条 プロジェクト事業部会は、理事会と自治連合会に、９月に活動中間報告を、３月に活

動年間報告及び決算報告を行うとともに、次年度の事業計画を提出しなければならない。 

２ プロジェクト事業部会は、理事会及び自治連合会より活動等に関する報告要請を請けた時、

速やかにこれに応じなければならない。 

３ 理事会は、プロジェクト事業部会の活動状況を総会に報告し、承認を得なければならない。 

 

第７章 施設管理運営 

（施設の管理運営） 

第 72 条 協議会は、名張市の条例で定める指定管理者制度により、施設の管理運営を行うこと

ができる。 

２ 名張市との協定及び契約条件の変更又は解約については、理事会の承認を得るもとする。 

３ 協議会は、施設の管理にあたり、指定管理者制度の趣旨を尊重し、地域住民の活動拠点とし

て利用者の立場をよく理解して行わなければならない。 

（施 設） 

第 73条 協議会が指定管理者制度により管理運営する施設は、次の各号に掲げるとおりとする。 

 （１）桔梗が丘市民センター 

 （２）桔梗が丘南市民センター 

２ 協議会は、指定管理者としての責務を果たすため、市民センター運営審議会及び市民センタ

ー運営委員会を置く。 

３ 市民センターの管理運営に関する事項は、市民センター管理運営規程に定める。 

 

第 8章 受託事業 

（受託事業） 

第 74 条 協議会は、名張市の業務を契約に基づき受託すること（以下「受託事業」という。）が

できる。 

（受託事業の執行） 
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第 75 条 協議会は、事業計画等を作成し、受託事業を執行する。 

 

第 9章 事務局 

（事務局） 

第 76 条 協議会の円滑な運営を行うため事務局を置く。 

２ 事務局にチーフと会計統括責任者を置く 

３ 事務局職員の定数は 10 名以内とする。  

（職 務） 

第 77 条 事務局職員の職務は、次の各号に掲げる事項とする。 

 （１）協議会の運営に関する事項 

 （２）市民センターの管理運営に関する事項 

 （３）協議会の事業及び市民センター活動を円滑に遂行するための業務に関する事項 

 （４）総会、理事会、連合会及び委員会の会議に関する事項 

 （５）名張市との連絡調整に関する事項 

 （６）構成団体との連絡調整に関する事項 

 （７）その他、会長及び市民センター長が必要と認める事項 

２ チーフ及び会計統括責任者は、会長及び市民センター長の職務命令により、業務を遂行する。 

３ 事務局職員は、チーフ及び会計統括責任者の職務命令により、業務を遂行する。 

 

第 10 章 会 計 

（会 計） 

第 78 条 協議会の会計年度は、毎年 4月 1日から翌年の 3 月 31 日までとする。 

２ 協議会の会計は、協議会会計及び市民センター会計、並びに特別に設置を必要とする場合の

特別会計とする。 

（財 産） 

第 79 条 協議会の財産は、会費、負担金、事業に伴う収入、市の交付金及び寄付金等の収入に

よる。 

２ 協議会の財産は、理事会の定めるところにより会長が管理する。 

３ 協議会が解散する場合の財産処分は、総会の決するところによる。 

（経 費） 

第 80 条 協議会の経費は、財産をもって充てる。 

（事業計画及び収支予算） 

第 81 条 協議会の事業計画及び収支予算は、定時総会までに会長が作成する。 

（予算編成） 

第 82 条 協議会の予算は、委員会及び事業部会の予算要求に基づき総務委員会が予算原案の作

成をする。 

２ 総務委員会が作成した予算原案は、連合会及び理事会で審議する。 

（予算の執行) 

第 83 条 予算は、総会で承認された事業計画に基づき執行する。 

２ 会計年度終了後、定時総会で新年度の予算が承認されるまでの間は、前年度の予算に準じて
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収入及び支出をすることができる。 

３ 緊急に新たな事業の実施の必要が生じたとき、或いは、事業計画の変更の必要が生じたとき

は、理事会の承認により変更することができる。 

４ 前項により予算の変更を行ったときは、直近の総会に報告しなければならない。 

（監査義務） 

第 84 条 会長は、毎事業年度終了後速やかに事業報告書及び収支決算書を作成し、監事の監査

を受けなければならない。 

（出 納） 

第 85 条 協議会及び市民センターの出納事務は、会計処理規程に基づき事務局長及び事務局次

長の権限と責任において行う。 

２  事務局長は、毎年 9月 30 日現在の予算の執行状況を理事会に報告するものとする。 

３  金銭出納処理及び関係書類の保存に関する事項は会計処理規程に定める。 

 

第 11 章 評価制度 

（評価制度） 

第 86 条 協議会の活動が効率効果的に行われ、その成果を検証するため評価制度を導入する。 

２ 協議会における運営、活動及び事業等すべての取り組みを評価の対象とする。 

（評価の方式） 

第 87 条 評価の方式は、事業部会が行う自己評価と企画運営委員会が行う総合評価とする。 

２ 事業部会が行う自己評価は、事業毎に終了後速やかに行う。 

３ 評価は、今後の事業に有効にかつ有益に反映されるものでなければならない。 

（評価結果の報告） 

第 88 条 企画運営委員会が行った総合評価の結果は、理事会に報告する。 

 

第 12 章 監 査 

（監 査） 

第 89 条 監査は、協議会の運営等に対する会計処理及び業務審査を監査機能の専門性及び独立

性を充実させて行い、監査機能に対する会員の信頼性を高めるとともに、協議会の発展に寄与

するものとする。 

（監 事） 

第 90 条 監査業務執行のため監事を置く。 

２ 監事は 2名とし、総会の承認を得て会長が任命する。  

３ 監事は、理事会に出席し、意見を述べることができる。 

（任期等） 

第 91 条 監事の任期は、第 12 条の規定を準用する。 

２ 欠員が生じた場合、理事会の決議により補充もしくは、欠員とすることができる。 

(監査方法)  

第 92 条 監査は、定期監査及び随時監査により実施する。 

２ 定期監査は、会計年度終了後 2ヶ月以内に行う。 

（監査結果の報告） 
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第 93 条 監事は、監査結果を総会に報告しなければならない。 

２ 理事会は、監査結果を尊重し協議会の運営に反映させる為に協議しなければならない。 

 

第 13 章 情報公開 

（情報公開） 

第 94 条 協議会は、その運営及び活動を広報紙、インターネットのホームページ等を通じ、適

宜適切に会員に広報するとともに、広聴に努めなければならない。 

２ 協議会は、毎事業年度の予算及び事業計画、毎事業年度の決算及び事業報告、並びにその監

査結果を公表しなければならない。 

３ 協議会は、会員からの情報公開の要求に対しては、施行規則に定める手続きにより理事会が

行うものとする。 

（情報の共有） 

第 95 条 協議会は、地域内外の各種情報を積極的に収集するとともに、適時関係団体等に提供

するものとする。 

２ 連合会は、地域内の各種情報を積極的に収集するとともに、理事会等関係機関に提供するも

のとする。  

 

第 14 章 雑 則 

（監査請求） 

第 96 条 会員は、協議会の運営等に疑義のあるときは、監査の請求を行うことができる。 

２ 監査請求の手続き等は、施行規則に定める。 

（規則等への委任） 

第 97 条 協議会の運営に必要な規則、規程等は、別に理事会で定める。 

（実費弁償） 

第 98 条 協議会は、その活動に従事した理事及び部会員等に対し、実費弁償をすることができ

るものとする。 

 

 附 則 

（施行期日） 

第１条 この規約は、平成 21 年 11 月 14 日から施行する。 

（評議員等の任期に関する経過措置） 

第２条 第９条に定める評議員、第 26 条に定める理事、第 49 条に定める委員長及び副委員長、

第 59 条に定める部会長及び副部会長並びに第 90 条に定める監事の平成 21 年 11 月 14 日から

始まる任期については、第 12 条第１項中「選出後２年以内に終了する事業年度のうち、最終

のもの」とあるのを、「平成 21 年度 11 月 14 日から始まる事業年度」と読み替えるものとする。 

（会計年度に関する経過措置） 

第３条 平成 21年 11 月 14 日から始まる協議会の会計年度は、第 78条の規定に関わらず、平成

21 年 11 月 14 日から平成 22 年３月 31日までとする。 

（事業計画等に関する経過措置） 

第４条 協議会は、桔梗が丘まちづくり委員会の平成 21 年度に係る事業計画及び予算並びに平
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成 21 年４月１日から平成 21 年 11 月 14 日までの決算内容を引き継ぐものとする。 

附 則 

この規約は、平成 22 年５月８日から施行し、平成 22 年４月１日から適用する。 

この改定規約は、平成 26 年５月 17 日から施行し、平成 26 年４月１日から適用する。 

この改定規約は、平成 28 年５月 21 日から施行し、平成 28 年４月１日から適用する。 

この改定規約は、平成 29 年５月 20 日から施行し、平成 29 年４月１日から適用する。 
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桔梗が丘自治連合協議会規約施行規則 
(趣旨) 

第１条 桔梗が丘自治連合協議会規約(以下「規約」という)の規定に基づき、必要な事項を定める。 

(ブロック) 

第２条 規約第４０条第１項に規定する桔梗が丘２４区の４ブロックについて、次のとおり定める。 

第１ブロック １番町区、２番町第１区 (１、２、３街区)、２番町第２区（４、５街区）、 

２番町第３区（６、７街区）、３番町区 

第２ブロック ４番町区、６番町区（６番町全域及び７番町３街区 1～14 番地）、 

７番町第１区（１街区及び 1～14 番地を除く３街区）、７番町第２区（２街区） 

８番町第１区（２街区以外の８番町）、８番町第２区（２街区） 

第３ブロック ５番町第１区（１，２，３、６街区）、５番町第２区（４，５，11，12 街区）、 

５番町３区（７，８，９，10街区）、南第１区（南１番町１、２街区）、 

南第２区（南１番町３街区、南２番町１、２街区）、 

南第３区（南３番町１、２、３街区、南４番町１街区） 

第４ブロック 西１番町区、西２番町区、西３番町区、西４番町区、西５番町区、西６番町区、 

西７番町区、 

 

（委員会の業務範囲） 

第３条 規約第４７条第２項に規定する委員会の業務範囲は、次のとおり定める。 

（１）総務委員会 

① 総会、理事会、自治連合会の運営に関する事項 

② 規約、規則等の制定及び改正並びに廃止に関する事項 

③ 決算及び予算並びに事業計画の原案調整等の財務に関する事項 

④ 協議会の運営に対する円滑化に関する事項 

⑤ 指定管理者制度に関する事項 

⑥ その他、事業部会及び他の委員会に属しない事項 

（２）企画運営委員会 

① 規約第６条に規定する「地域ビジョン」の策定推進に関する事項 

② コミュニティビジネス等、事業部会に対する新規事業の検討及び支援に関する事項 

③ 事業部会の事業活動に対する評価及び検証に関する事項 

④ 将来に向けての協議会運営の基本的方針に関する事項 

⑤ その他、協議会の企画運営に関する事項 

（３）広報委員会 

① 協議会の広報紙の発行及び編集方針に関する事項 

② 協議会のホームページの管理運営に関する事項 

③ 協議会の内外における情報の収集及び提供に関する事項 

④ その他、広聴及び広報活動に関する事項 

(事業部会の事業範囲) 

第４条 規約第 57条第２項に規定する事業部会の事業範囲を、次のとおり定める。 
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（１）健康推進部会 

① 地域住民の健康増進に関する事業 

② スポーツや行事を通じた、親子や住民間の親睦及び絆づくり推進事業  

（２）住民交流部会 

① 地域住民の交流イベント等に関する事業 

② 地域住民の連帯感の向上及びふれあいに関する事業 

③ 地域活性化への取り組みに関する事業 

④ 人材バンクの創設及び運営支援に関する事業 

⑤ 地域ポテンシャルの発掘形成に関する事業 

（３）教育文化部会 

① 生涯学習の展開に関する事業 

② 青少年の健全育成に関する事業 

③ 地域間及び世代間の交流推進に関する事業 

④ 地域の伝統文化の継承及びスローライフ社会への取り組みに関する事業 

⑤ 文化、スポーツ及びレクリエーションに関する事業 

（４）生活安全部会 

① 安心安全な地域社会の構築推進及び啓発活動に関する事業 

② 安全で快適な犯罪のない地域防犯活動の連携に関する事業 

③ 防災のハード及びソフトの基盤づくりに関する事業 

④ 快適な交通環境づくりに関する事業 

（５）快適環境部会 

① 地域の生活環境と自然緑化の保全活動に関する事業 

② 生活に憩いと潤いを与え、安らぎのある地域づくり並びに快適環境の創造に関する事業 

③ 環境美化マナーの啓発活動に関する事業 

④ 自然との交流及びスローライフ構想の推進に関する事業 

⑤ 省資源及びリサイクルの展開に関する事業 

（６）地域福祉部会 

① 社会的援助を必要としている高齢者等を対象とした支援事業 

② 高齢者等を対象とした生きがいづくりの支援事業 

③ その他、地域福祉の改善に向けた事業 

（情報公開の手続） 

第５条 規約第 94条第３項に規定する情報公開の手続きは、第６条から第１３条に定める。 

（公開の情報） 

第６条 公開請求できる情報は、以下に掲げる事項とする。 

（１）協議会が保有する全てを公開することを原則とする。 

（２）協議会が運営及び活動を行うに際して作成し、保存期限内にある資料とする。 

(非公開の情報) 

第７条 非公開もしくは公開を拒否する情報は、以下に掲げる事項とする。 

（１）個人のプライバシーの保護等に関わる個人情報 

（２）法人及び団体等の権利侵害等に及ぶ情報 
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（３）協議会の会議等における個人が特定される発言等の情報及び意思決定の中立性が損なわれる 

と判断される情報 

（請求の手続） 

第８条 情報公開請求を行う場合は、以下に掲げる事項を明記し、協議会に提出する。 

（１）公開を求める情報の内容 

（２）情報の使用目的 

（３）情報の適正な使用の誓約 

（４）請求者の住所及び氏名 

（公開、非公開の決定） 

第９条 協議会は、開示請求を受理した日から１５日以内に公開又は非公開を決定し通知しなけれ 

ばならない。 

２ 非公開と決定したときは、その理由を明らかにしなければならない。 

（公開の限度） 

第 10条 公開の範囲は、以下に掲げるものとする。 

（１）全部開示：請求者の求める情報を全て開示するもの 

（２）部分開示：非開示の情報が有し開示するもの 

（３）非開示：請求者の求める情報を全て開示しないもの 

（４）不存在：請求者が求める情報が存在しないため開示できないもの 

（請求者の責務） 

第 11条 請求者は、公開された情報を適正に使用しなければならない。不当な使用により、他人の権

利を侵害等問題が生じたときは、請求者が誠意を持って解決しなければならない。 

(費用の負担) 

第 12 条 請求者は、情報の写しの作成及び送付に関する費用を負担しなければならない。 

(不服申立) 

第 13 条 不服申し立て等は、名張市情報公開条例に準拠する。 

(監査請求) 

第 14 条 規約第 96条第２項に規定する監査請求の手続きは、第 15条から第 18条に定める。 

(監査請求事項) 

第 15 条 監査を請求できるのは、財務会計上の違法又は不当な行為により、以下の事項において会員

に損害を生じさせた場合に限られる。 

（１）公金の支出 

（２）財産の取得、管理、処分 

（３）契約の締結、履行 

（４）債務借入等の義務負担 

（５）公金の賦課及び徴収義務に対する事実 

（６）財産管理の義務に対する事実 

（請求の期限） 

第16条 監査請求の期限は、違法、不当な行為があった日又は終わった日から1年を経過したときは、

監査請求することはできない。ただし、正当な理由があると認められる時は、この限りではない。 

（請求手続） 
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第 17条 監査請求を行う場合は、以下に掲げる事項を明記し、協議会に提出する。 

（１）措置請求の要旨 

  イ 監査請求組織及び対象者 

  ロ 財務会計上の行為の内容 

  ハ 行為による損害の内容 

  ニ 請求措置の内容 

（２）請求者の住所及び氏名 

（監査結果通知） 

第 18条 監査結果は、請求のあった日から６０日以内に請求者に通知しなければならない。 

 

附則 

この施行規則は平成 21年 11 月 14 日から施行する。 

この施行規則は平成 22年５月８日から施行し、平成 22年４月１日から適用する。 
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会計処理規程 
 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この規程は、桔梗が丘自治連合協議会規約第 10 章の規定に基づき、桔梗が丘自治連合協議会

（以下「協議会」という。）の財産及び会計に関する基準を定める。 

（会計区分と処理原則） 

第２条 協議会の会計は、協議会会計及び市民センター会計並びに特別に設置を必要とする場合の特

別会計とし、規約及びこの規程の定めるところにより処理するものとする。 

（会計年度） 

第３条 協議会の会計年度は、毎年４月１日から翌年の３月３１日までとする。 

（会計の総括） 

第４条 協議会の会計は、協議会会長（以下「会長」という。）が総括する。 

（会計担当理事） 

第５条 会計を担当する理事は、会計統括責任者とする。 

２ 会計の実務は、センター長の監督のもと、原則として会計統括責任者が行う。  

（総務委員長の承認） 

第６条 協議会会計の支出処理については、会計担当理事は、総務委員長の事前承認を受けるものと

する。ただし、総務委員会に係る支出処理については、会長の事前承認を受けるものとする。 

（出納印の管理） 

第７条 出納印は、施錠の出来る印鑑収納箱に収納し、会計担当理事が管理する。 

（収支累計表の作成） 

第８条 会計担当理事は、協議会会計及び市民センター会計毎に、別に定める収支累計表を毎月作成

し、総務委員長を経由して会長の承認を得るものとする。 

（帳簿書類の保存及び処分） 

第９条 会計に関する帳簿等の保存期間は、次のとおりとする。 

 （１）収支予算書及び収支決算書        10 年 

 （２）経理の元帳・現金出納帳・預金出納帳   7 年 

 （３）計算書類及び証拠書類          7 年 

 （４）備品台帳              永久保存 

 （５）その他の関係書類            5 年 

２ 前項の帳簿等の保存期間は、帳簿等の閉鎖の日の属する事業年度の決算に関する定時総会の日の

翌日から起算する。 

３ 帳簿等の保存期間の満了後、廃棄するときは、その帳簿等の明細を作成し、事前に会長の決済を

受けるものとする。 

 

第２章 金銭出納 

（証拠書類の授受） 

第 10条 金銭の収納は、原則として、領収書その他の証拠書類を発行し、支払いについては、支払先
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から、領収書その他の証拠書類を受領するものとする。ただし、銀行等の振込みによる収納又は支

払いの場合は、取り扱い銀行等の領収書その他の証拠書類をもってこれに代えることができる。 

（支出手続） 

第 11条 協議会会計における支出は、委員長又は事業部会長が提出する別に定める「支出依頼書」に

基づき、別に定める会計伝票で行うものとする。 

２ 市民センター会計における支出は、会計伝票で行い、センター長の承認を要するものとする。た

だし、一件 ５万円以上の支出については、事前に、別に定める「支出決裁書」を要する。人件費

の支出については、会長の事前決済を要するものとする。 

（前金払及び概算払） 

第 12条 経費の性質上又は業務運営上必要あるときは、前金払い又は概算払いすることができる。 

（銀行等金融機関との取引） 

第 13条 銀行及びその他の金融機関と取引を開始し又は廃止するときは、理事会の承認を必要とする。 

（余裕金の運用） 

第 14条 協議会会計及び市民センター会計における業務運営上の余裕金は、金融機関に預金するもの

とする。 

２ 前項の預金の種類及び金額等については、理事会で決定する。 

（手元現金） 

第 15条 会計担当理事は、市民センター会計に、日々の現金支払いに充てるため、手元現金を置くこ

とができる。 

２ 前項の手許現金の保有限度額は、原則として、２０万円とし、その受払い及び保管は、会計担当

理事があたる。 

（残高照合） 

第 16条 会計担当理事は、毎日、現金出納締切後、その残高を現金出納帳と照合しなければならない。 

２ 預金は、毎月末現在で、預金先金融機関の通帳等と、預金出納帳を照合しなければならない。 

 

第３章 契約 

（契約書の作成） 

第 17条 契約を締結しようとするときは、その履行に関し必要な内容を記載した契約書を作成しなけ

ればならない。ただし、軽易な契約については、契約書の作成を省略し、これに代わる書類をもっ

て処理することができる。 

（契約の締結） 

第 18条 契約の締結は、会長が行うものとする。 

 

第４章 資産 

（運用資産の管理） 

第 19条 会計担当理事は、備品台帳を備え付け、物件毎に、その取得年月日、種類等必要事項を記載

するものとする。 

２ 会計担当理事は、毎事業年度末の資産の現状について調査を行い、備品台帳と照合しなければな

らない。 
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第５章 予算 

（予算の執行と流用） 

第 20条 事業活動に伴う予算の執行は、委員会及び事業部会並びに市民センターの年度事業計画の事

業費の範囲内で行うものとする。 

２ 規約第 83条第３項中「緊急に新たな事業の実施の必要が生じたとき、或いは、事業計画の変更の

必要が生じたとき」とは、年度事業計画に新たな事業項目を追加することをいうものとする。 

３ 前項の場合に要する予算は、理事会の承認により、予備費の残額の範囲内で流用することができ

る。ただし、その予算が、予備費の残額を超えると見込まれる場合は、事前に総会の承認を要する

ものとする。 

４．予算書勘定科目の「目」において、予算の流用を行う必要が生じた場合は、会長の事前決裁によ

り行うことができる。また、理事会がやむを得ない事情が生じたと認めたときは、「項」間の流用を

行えるものとする。 

５．収入を伴う事業については、その事業の経費の総額から、その収入を控除した額を事業費とする

ことができるものとする。 

 

第６章 雑則 

（規程の改廃） 

第 21条 この規程は、理事会の承認により改廃することができる。 

 

附則 

 この規程は、平成 21年 11 月 14 日から施行する。 

 この改定規程は、平成 23 年４月１日から施行する。 

 この改定規程は、平成 27 年４月１日から施行する。 

 この改定規程は、平成 29 年 4 月 22 日から施行し、平成 29 年 4 月 1 日から適用する。 
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市民センター管理運営規程 
 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この規程は、桔梗が丘自治連合協議会規約（以下「規約」という。）第 7章の規定に基づき、

桔梗が丘自治連合協議会（以下「協議会」という。）が、名張市の指定管理者制度により行う市民セ

ンターの管理運営について、必要な事項を定める。 

（対象施設） 

第２条 市民センターとは、桔梗が丘市民センター及び桔梗が丘南市民センターをいう。 

 

第２章 管理運営 

（管理運営） 

第３条 市民センターの管理運営は、社会教育法等の関係法令及び名張市市民センター条例等並びに

市民センター指定管理者協定書等に基づき、善良なる管理者の注意をもって行うものとする。 

２ 前項の内容に基づき運営をおこない、原則として、営利を目的とした物品又は権利の販売又は宣

伝（以下「物品販売等」という。）はできない。 

３ あらかじめ協議会会長及び市民センター長に別紙申請書を提出して許可を受けることで、次の場

合に限り物品販売等を行うことができる。 

① 桔梗が丘連合協議会（各委員会・各部会・各プロジェクト事業）が主催の行事 

② 市民センター（各サークル活動を含む）が主催する行事 

③ 協議会会長及び市民センター長が特別に必要と認めた行事 

４ ただし、協議会会長及び市民センター長が、社会教育法等の関係法令及び名張市市民センター条

例等並びに市民センター指定管理者協定書等に抵触すると判断した場合は、販売許可を取り消すこ

とができる。 

第３章 市民センター長 

（市民センター長の選出） 

第４条 市民センター長（以下「センター長」という。）は、桔梗が丘地区の住民で、社会教育及び市

民センターの運営に理解があり、事業に熱意のあることを条件に、公募及び推薦による応募者から、

次条に規定するセンター長選考委員会（以下「選考委員会」という。）で、センター長候補者１名を

決定する。 

２ 前項のセンター長候補者は、理事会の承認を得て、協議会の会長が、センター長に任命する。 

（選考委員会） 

第５条 センター長を選出する場合は、その都度、選考委員会を設置しなければならない。 

２ 選考委員会の委員（以下「選考委員」という。）の定数は、７名以内とし、協議会の会長が委員長 

となる。 

３ 選考委員は、市民センター運営審議会委員及び市民センター運営委員会委員並びに協議会理事等

の中から協議会の会長が委嘱する。 

４ 選考委員の氏名は、理事会に報告しなければならない。 

（センター長の責務） 
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第６条 センター長は、社会教育法等の関係法令及び名張市市民センター条例等並びに市民センター

指定管理者協定書等を遵守すると共に、市民センターの社会的役割を認識し、地域の文化振興及び

生涯学習等の適切な事業を行い、その責務を果たすものとする。 

（センター長の任期） 

第７条 センター長の任期は、１期３年とし、再任を妨げない。ただし、任期の限度は、原則２期と

する。 

（センター長の勤務） 

第８条 センター長は、半日単位で週３日の勤務とする。 

（センター長の職務） 

第９条 センター長は、指定管理者制度の本旨に従い、市民センターの施設管理及び業務全般を統括

するものとする。 

（センター長の報酬） 

第 10条 センター長の報酬は、理事会で定める。 

（センター長の解任） 

第 11条 センター長として不適格と判断される状況が生じた場合は、協議会の会長は、市民センター

運営審議会に諮問するものとする。 

２ 協議会の会長は、市民センター運営審議会の答申に基づき、理事会の承認を得て、センター長を

解任する事ができる。 

３ 前項の場合、市民センター運営審議会及び理事会において、センター長に弁明の機会を与えなけ

ればならない。 

 

第４章 市民センター運営審議会 

（目的） 

第 12 条 市民センター運営審議会（以下「審議会」という。）は、別に定める「市民センター運営審

議会規則」に従い、市民センターがその社会的役割を果たすため、市民センターの運営方針等その

基本的事項及び協議会と市民センターとの連携活動について審議し、協議会とセンター長及び職員

が、認識を共有することを目的とする。 

２ 審議会は、必要に応じ、その審議の内容を、理事会に報告するものとする。 

 

第５章 市民センター運営委員会 

（目的） 

第 17 条 市民センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）は、市民センターの運営の適正を

期するため、具体的な運営内容等について、センター長の諮問に答申する他、意見を具申し又は建

議することができる。 

２ センター長は、前項の答申及び意見は、これを尊重しなければならない。 

（委員の委嘱） 

第 18条 委員の定数は、２０名以内とし、センター長が委嘱する。 

２ 委員の構成は、原則として次のとおりとする。 

 （１）地域内に設置された保育園、幼稚園、小学校、中学校の代表者１名（輪番制） 

 （２）桔梗が丘自治連合協議会から若干名 
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 （３）市民センターサークル参加者の中から若干名 

 （４）市民センター事務局代表 

 （５）学識経験者の中から若干名 

 （６）その他センター長が必要と認める者 

３ 運営委員会は、次の役員を置くことができる。 

 （１）委員長  １名 

 （２）副委員長 ２名 

 （３）書記   １名 

４ 運営委員会の役員は、委員の互選により選出する。 

（委員の任期） 

第 19条 委員の任期は、毎年４月１日から翌年３月３１日まで１年とする。 

２ 委員の再任は、妨げない。 

３ 任期満了前に退任した委員の補欠又は増員された委員の任期は、他の在任委員の任期の残任期間 

と同一とする。 

（運営委員会の会議） 

第 20条 運営委員会は、必要に応じ、委員長が招集し、その議長となる。 

２ 運営委員会は、委員の過半数の出席により成立する。 

３ 運営委員会の議事は、出席委員の過半数で決する。可否同数の時は、議長の決するところによる。 

 

第６章 雑則 

（規程の改廃） 

第６章 雑則 
（規程の改廃） 
第 21条 協議会の会長は、この規程を改正又は廃止しようとする場合は、事前にセンター長と協議す

るものとする。 
２ この規程の改廃は、理事会の承認を得なければならない。 
附則 
この規程は、平成 21 年 11 月 14 日より施行する。 

この改正規程は、平成 22年４月１日から施行する。 

この改定規程は、平成 23年４月１日から施行する。 

この改定規程は、平成 28年４月１日から施行する。 

この改定規程は、平成 29年４月１日から施行する。 
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桔梗が丘の人口と世帯数  令和２年４月１日現在 

町名 世帯数 
人口 

総数 男性 女性 

桔梗が丘１番町 288 589 270 319 

桔梗が丘２番町 545 1,268 605 663 

桔梗が丘３番町 430 927 429 498 

桔梗が丘４番町 507 1,107 519 588 

桔梗が丘５番町 1,064 2,472 1,206 1,266 

桔梗が丘６番町 265 595 284 311 

桔梗が丘７番町 294 582 264 318 

桔梗が丘８番町 483 1,017 487 530 

桔梗が丘地区計 3,876 8,557 4,064 4,493 

桔梗が丘南１番町 136  329  150  179  

桔梗が丘南２番町 231 499  236  263  

桔梗が丘南３番町 237  508  237  271  

桔梗が丘南４番町 20  40  20  20  

桔梗が丘南地区計 624 1,376 643 733 

桔梗が丘西１番町 199 525 255 270 

桔梗が丘西２番町 125 329 150 179 

桔梗が丘西３番町 346 972 464 508 

桔梗が丘西４番町 273 758 371 387 

桔梗が丘西５番町 165 550 275 275 

桔梗が丘西６番町 190 527 261 266 

桔梗が丘西７番町 108 320 164 156 

桔梗が丘西地区計 1,406 3,981 1,940 2,041 

合 計 5,906 13,914 6,647 7,267 

 

桔梗が丘自治連合協議会事務局（桔梗が丘市民センター内） 

名張市桔梗が丘６番町１街区１３１番地の４ 

電話番号 ０５９５－６５－１２０６ 

ホームページ http://www.kikyogaoka.jp/index.html 

メールアドレス info@kikyogaoka.jp 

桔梗が丘市民センター 

ホームページ http://www.emachi-nabari.jp/kikyou/kouminkan/index.html 

メールアドレス kikyou-ko@emachi-nabari.jp 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


